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伊豆・小笠原海溝の横断潜航を達成し以下のことが明らかになった。海溝海側斜面は現場で著しく変形した泥岩と海底の裂け日が見られた。マリアナ海溝海側斜面からは白亜紀の枕状溶岩とチャートの組み合わせが得られ海洋地殻の断面が潜水調査船で初めて得られた。前弧の基盤は硬いドレライトとBoninitic な火山岩でできている。鳥島鯨骨作物群集はその全貌が明らかになり今回は耳骨が得られた。鳥島リフトでは島弧の火山岩の断面が1.7kmにわたって観察され深海掘削との比較が可能になった。紀南海底崖では急崖をマンガンが舗装する琉球海溝と同じタイプのマンガンが見つかり，縄状溶岩や枕溶岩が発見された。マリアナの前弧蛇紋岩海山はコニカル海山とパックマン海山及びコニパック三角地帯からいずれも蛇紋岩が得られた。蛇紋岩フローには上部マントルを構成するカンラン岩が含まれている。アルビンが発見したチムニーを観察し巨大なイソギンチャクがまだ生息しているのを確認した。これらの潜航結果から伊豆・小笠原とマリアナの海洋性の島弧海溝系が大陸性の東北日本島弧一海溝系とは著しく異なることが明らかになった。相違点は海側の斜面の形態と層序，Wedge Mantle の構造と組成，リフトの形成と地殻構造、背弧の地殻構造や成り立ちなどである。。
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Izu-Bonin  Transect  Dive  Program

―Cross  Section of Oceanic  Crust, Serpentinite Searaount.

Manganese  Pavement ―

Ifu-Bonin  arc-trench  transect dives were  successfully performed  and  the  following

new  evidences  arose. Highly  in situ deformed  mudstone  in the new  Assures  were  found

at  the seaward  slope. On  the Mariana  seaward  slope, Cretaceous  pillow (avasand  chert,

oceanic  crust assemblage, were  observed  and  collected by submersible  for the first time.

Forearc  basement  was  dolerite and  bonlnitic  volcariics. Precise  overview  ot  the

TOWBaC  was  made  clear and  sediments  under  the community,  ear bone  were  obtained.

Along  the steep  cliff of the Toriehima  Rift. 1.7km  continuous  cross section of the  arc

volcanics  were  observed  and  It was  comparable  with  deep  sea  drilling. Manganese

pavements  similar to those found  at the seaward  slope ol the Ryukyu  trench was  found

together  with  ropy  and  pillow lavas  at the  Kinan  Escarpment,  eastern Shikoku  basin.

Serpentiniies  were  collected at Conical, Pacman  seamounls  as well as Coni-Psc  triangle

in  the Mariana  forearc. Peridotite  which  constitute* the upper  mantle  were  contained in

serpentine  flows. Giant  sea anemone  which  was  found  during  Alvin  dive. 1987 sL(l is

alive on  tone  of the carbonate  chimneys.  These  results offer new  evidences  that the

oceanic  type lau-Bonin  and  Mariana  arc-trench system  has quite different nature  with

the  continental  type  Northeast  Japan  arc*trench  system,  specially morphology  and

stratigraphy  at seaward  slope, structure and chemistry  of the wedge  mantle, formation of

rift and  crystal structure and backarc  crust and  history.

Key  words  : Plate stratigraphy, TOWBAC.  Kinan  Escerpmenl.  Serpentine flow and  Cal<

c(ie chimney.  Arc  basement

１ ． は じ め に

こ れ ま で 。 伊 豆 ・ 小 笠 僚 弧 及 ぴ マ リ ア ナ弧 は 国 際 深 海

掘 削 計 １ （ＯＤＰ ） 第125 節 及 び 第IS 節 の 郷 削 や そ の 事

前 糞 盍 に よ ・ て 。 地 史 や 火|||活 慟 の 証 史 ， 背 弧 海 盆 の 拡

大 な ど に つ い て の 地 質 学 的 な 大 枠 が わ か 。て き て い る。

（Ｈｏtl・ ，1970 ； Yuasa, 1986 ； Taylor, Fujioka et al 。

1992 ；Ｆｒyｅｒ, Ｐｅａrｃａ Stocking et al 。 1992 ）｡ 鳥 弧 を 横

断 す る 音 波 探 査 は 海 上 保 安 庁 水 路 郎 や地 質 調 査 函 の 一 連

の 飼 峇 に よ 。 て ，15 マ イ ル 聞 隔 の 測 糠 や(Honsa ｅtal 。

1981), 鳩 所 に よ っ て は そ れ よ り 綱 か い 測 練 が 得 ら れ て

い る 。 ま た ＯＤＰ のPre-site survey で 掘 剛 点 近 く の マ

ル チ テ ャ ン ネ ル 音 波 探 査 の測 鰍 が15 本 得 ら れ て い る

[Ｔａｙk]r, Fujioka et al･ ， 1992)。 餓近 。 島 弧 の 欄密地 下

槙 透を 得 る た め 長 大な マル チチ・ ン ネル音 波探 査 の測 練

に 齲･i た地 曩探 査 が行 われ ，地 下 搆造 が明 ら か にさ れ て

い る( 平 ほ か，1993) 。

潜水 調 査船 に 闕 し ては米 凶の フ ルピ ンが1 鬩7 年に マ リ

アナから 伊 豆 ・ 小 笠 原に か けて 一 連 の紺 航 を 日 米 共同 で

行 うてい る( Ｆrｙｅr ｅtal。1987 ； Taylor el a1｡1990) 。

そ の 滕 マ り ア ナ の 為 水 噴 出 孔 や 蛇 紋 岩 海 山 の 潜 航

(Fｒｙｅr et al.,1佃7) ，伊 豆 ・小 笠原 弧 の海 山 ， り フ トな

ど で附航 が行 わ れ た( Ｔａｙlcrｅtll 。1990) 。
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これらの研究成果をもとにして1992 年から伊豆・小笠

原弧の鎬断潜航が掎案され「よこすか」 と｛ しんかい

驟｝O 」が現地に赴いたが台風に悩まされ． １年目は前弧

の蛟鰉岩海山３回と前弧の蕃盤に１回のわずか４回しか

潜航できなか｡ た。それでも鳥島諒肴生物群集の兇見と

いう大きな成果が上が･,た(麟岡ほか, 1992, 1993)。



図 ２ 伊豆 ・小 笠口 前 弧 の 地 形 （ マル チ ナロ ー ピ ー ムに よ る ）

Ｆｉｇ,２ Topographic  map  of the  Izu-Bonln forearc  by ｍｕlti-7ヽ Arrow ｂｅ酊ｎ survey.

1993年には研究者の陣容も新 たにして再び横断潜航を試

みた( 表１)。この年は天候にも恵まれて伊豆・小笠原

とマリアナで計15回の潜航に成功し横断潜航を達成した

(表２)。小論の目的は研究航海の船上報告を もとにして

この槇斯潜航の航海の概要を広く紹介し今後の研究の糧

とすることにある。潜航結果の詳しい解折は今後の研究

に委ねることが多いがこれを もとに新たな研究が進むこ

とを期待する。

２．躙 査 目 的

高弧横断のように広大な地域をピンポイントの潜航で

効率の良い研究を行うためには，１回１回の潜航の地点

を嚴密に選ぶことか鼈要である。従って今までによく躙

ぺられてデ ータのそろ ってい る未解訣の場所が譜航の

ターゲフＨこなりやすい。譱航のためには今までの多く

のデータや論文をよく祭瑞して闘題点を明らかにしてお

くことか刄唇である。ｉ た１一つ１つの淆舷がそれ鎚ｙ寉



味が な くて も， 鳥弧‐ 海 溝 系横 縣 全 体 と し て地 球科 字 的

に意 味 のあ る枯 果を 尋 き だ せ る よ う に， 舷 海 の 叶 画 を作

るこ とが重 要 であ る こと は 言 う を持 たない 。la 下は それ

ぞれ の漕航 点 の意 義 づけ で あ る 。

２． １　 伊豆 ・小 笠 原弧 洵劃 斜面

伊ｊ ・小 笠原 歯 溝 の 誨 側 斜 面 に 関 する 研 究 と し て は ，

地駁 気 音 波探 査等 の地 球 物理 学的 な瘠究 か主 と し てな

され て きた （Ｈ心ｎａ ａａｄＴａｍａ戝1986 冫。 地質 学 的 な 研

究は あ まり な さ れ て おら ず ， 地 質 鞨 査所 の Ｆレ ッジ で地

渭 の壁 から マ ンガ ン団 塊 と 玄武 岩 の 破 片 が 得ら れて い る

（Ｙtlaｓa et a1. 1983)。 シ ー ピ ー ム|ごよる地 形 の調 査 は 海

上癲 安 庁水 略郎 に よ 。て 海 沸輸 に平彳iな 長 大 な 測 繍 が Ｓ

本得 ら れて おり ， 顕 著な 地 塁 ・ 圸 囀 圸 形 の 発 達 が認 めら

れて い る （ 瀬田ｌ か ，1991 ）。 東 京 大 学海 洋 研 究 所 の白

黒丸 に よ る 躙 査 で北 緯30 °闖 ’か ら 北 緯31 °の 幅 で 前 弧 の

蛇紋 岩 海山 から 海 溝 の地 塁 ・地 溝 の 外 まで の地 脱・ 査 が

なさ れ た（Ｋｏｌ）ａ７ａs誠1991 ）。「よ こ すかJY92 －3 の航

海の事 町・ 事後 調 査 で マ ル チナ ロー ビ ーム･こよ る地 靦・

査が鳥 ●か ら青 ケ島 に い た る範 囲 の 海 域で 行 わ れ た （藤

岡 臘か ，1993 ）。「 し んか い6500 」に よ る潜 航爾 董は1992

年に稍 弧の 蛇紋 岩 海 山 や 前 弧 の 創面 で行 わ れて い る （藤

岡 臘か ，IS3 ）。 地 溝 ・ 地 塁 鑞 ● が 海 溝軸 に 平 行 に 水 廡

900nl からり00ml ごかけ て 認 め られ ，地 潮 の深 さ は5【X】

ｍ， 大 きい もの で は そ れ 以 上 で あ る 。 茂 木 海山 と小 笠 滅

海台 とい う ２つ の沈 み込 む 海山 が梅 溝 軸 に さ し かか 。て

おり ， 後 者 では 潜 航 躙 査 に よ・ て石 灰 岩が 著 し く変 形 し

● 吮 にな っ て い る こ と が 知 ら れ てい る （ 沖 野 ほ か 。 本

奮）。 一般 に 。 海 溝 の 海 側 斜 面 に は 顕 著な 地 塁 ・ 地 溝 地

形 が娶・ し てい る 。 日本 梅 溝 の 洵側 斜 面 か らは 極 め て折

しい 裂|夕目 か発 見 さ れ てい る （鰯田 ほか，IS92 ；● 冐 ほ

か，1993 ）。 伊 豆 ・ 小 笠 廩 海 溝 の 海側 の斜 面 に は や は り

甌 蕃な 地 星 ・地 溝 群 が 発 連 して お り ， その 分 布 は お お む

ね伊 豆 ・ 小 笠 原 海 溝 の海 溝 輸 に 平 行 であ る （● 岡 ほ か，

199S）。地 溝 の縁 を 形 成 す る麁 ● 吸大 きい と こ ろ で5 勍ｍ

ｇ 卜の 落差 が あ り ， この 急 崖 で り 。 ラ紀 に 形 成 さ れ た太

平洋 プ レー トの 完 全 な層 序 を 観 察 で きる 可 能 性 が あ る。

聴球 海 塒淘 闘斜 面 で 朏怱 塵 で 玄 武 岩 が得 ら れ てい る が。

伊豆 ・ 小笠 原 の 場 合 に は プ レー トの 層 序 が 見 ら れ る か ど

うか か 大 き な 課 題 で あ る 。 この 潜 航 で11 ， 地 溝 の底 か ら

急嵐 を 地 塁 の上 ま で 登 り ， １） 海 犀地 殼を 量ｉｔす る 玄武

岩の 饋 寨 と 採 集 ，２） そ の 上 に 来 る チ キー １ の 採 集 と年

代 決 崑 ３ ） 遠 洋 性 及 び半 遠 洋 髱 堆 積 物 の 採集 ，４ ） 玄

武 岩 の 年代 と マ ダ ネ の年 代 と の 垂＆ 他- ５ ） 急 斜 面 の変

形 と 新 しい 裂 け 目 の 有 無 の 毓 軋 Ｓ） 鳥弧 遡 源 の 火 山 性

物 質 の採 集 と 化 字組 成 の 検 討 等 を 行 う 。

2.  2  ft! 側 鳥弧 基 盤

伊 豆 ・小 笠 原 弧 は 付 加 体 の な い 前 弧 と し て特 徽 付 け ら

れ て お り 。 そ の た め 凰 偃 の 基 盤 岩 が 露 出 し てい る 可 劔眦

のあ る こ と がSeaMARC Ｉ】に よ っ て 確 か め ら れ て い る

（Ｔａｙlor ｅtal.,1990 ）｡ 実 鳳 ＃150 膳 航 で は 鳥 弧 の 基 盤 宕

が 覯 嬢 さ れ 幾 つ か の 賦 料 か 得 ら れ て い る （ 藤 岡 ほ か ，

1993) 。 こ の 瀚 航 の 目 的 は 前 弧 の 薯 盤 宕 を 匍 直 方 向 に 兮

ン プ り ン グ し て そ の 化 学 組 成 の 変 化 を 祠 べ る こ と に あ

る。 ＯＤＰ 第125 節 の 点786 匍 点 は 「 し ん か い6800 」 の こ

め 潜 航 地 点 の お よ そ3km 洟 所 に あ る 。 こ の 掘 削 点 で は

7･Om に わ た る Ｍ Ｏ ＲＢ 的 な 玄 武 岩 が 摶 ら れ て い る 。

＃150 潜 航 で 得 ら れ た 岩 石 は Ｍ ＯＲＢ 的 な 岩 石 で あ
う た 。

MORB と ｂｏｎｊｎ１６ｃ な 岩 石 の 遍 移 帚 は ど こ1 こ あ る の

か ？ そ れ と も Ｍ ＯＲ Ｂ 的 な 岩 石 は 広 大 な 広 が り を 示 す の

か ？ あ る い は 前 弧 の| ま と ん ど が ｂ・linit ｋ な 宕 石 で

MORB 的 な 岩 石 の 分 布 は ほ ん の わ ず か な の か ？ Ｍ ＯＲＢ

的 な 岩 石 は 太 平 洋 プ レ ー ト の 付 加 し た も の か ，

0ffｓｃy即 ｅ し た も の な の か ？ こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る

た め| ご一 連 の軸 直 方 向 の 観 裏 と サ ン プ ９ ン ダ を 行 う 。

２ ． ３　 晩 紋 岩 海 山

伊 豆 ・ 小 笞 康 及 び マ・ ア ナ海 溝 の 陸 ● 斜 面 に は顕 著 な

蛇 紋 岩 海 山 が 発 達 し て い る 。 そ の 分 布 諡 南・ 性 で ， 淘 満

黼 に 岻 ぽ平 彳i で 水 深6 β00m 付 近 か ら 釣 Ｚｋｍ の 此 高 を 持

つ 。 こ の 蛇 紋 岩 の 海 山 は マ ・ ア ナ で 発 見 さ れ 研 究 さ れ て

き た が ， マ リ ア ナか ら伊 豆 ・小 笠 原 の 荊 弧 域 に ま で 連 枝

す る こ と が わ か っ て き た 。 前 佩 の 蛇 紋 岩 海 山 に つ い て １１

０ＤＰ 集125 で 掘 剛 孔783/784 の ２ つ の サ イ ト で 掘 削 か 行

わ れ たCFry ｅｒ. Ｐｅａｒｃ４ Ｓtｏｋｋｉｎｌ 妲a1, Ｆry ｅｒ.St ｏｋｋ-

ing ela 】｡，1991 ）。 マ リ ア ナ にｰ つい て は Ｏ ＤＰ 揶125 で 掘

削 孔,778 ―780 の ３ つ の サ イ ト で 掘 削 が 行 わ れ て 。 米 国 の

潜 水 跼 壷船 「 ア ル ビ ン」 に よ ・ て 潜 航 飼 査 が 行 わ れ て い

る （Ｆrｙｅretal｡1987 ）｡

「 し ん か い65（Ｓ） に よ るIS2 年 の 潜 航 掏 査 で は 鳥 鳥 海

山 と 須 明 海 山 の タ イ プ が 行 わ れ た 。 こ れ ら の 祠 査 の 結 果

か ら 海 山 は ほ と ん ど 蛇 紋 岩 か ら な る こ と ， 頂 上 に は 活 動

的 な 炭 臉 嘸 チ ム ニ ー を 持 つ こ と が 明 ら か に さ れ た （ 藤 岡

|まか
≫ 1992)

。 ま た 活 助 的 な蛇 紋 岩 海 山 は 滬 の 噴 火 を 縁

り 返 し ， そ の中 に は1= ス イ 輝 石 と 石 英 の 組 み 合 わ せ を 狗

つ 変 成 岩 が あ り ， 匍 ’下20 一 釦ｋ ｍ の 深 さ の 温 度 や 圧 力 乗

件 が 決 定 さ れ て い る （ Ｍａｅｌａｗａ ｅt al. 1992 ）。

今 回 は 鳥 鳥 海 山 と 須 明 梅 山 の 閠 に 位 Ｉ す る 駲 美 寿 海 山

に 潜 航 し 以 下 の 項 目| こつ い て 興 晝 を 行 う。 １） 蛇 紋 岩 海

丿亅の 基 盤 を 掫 す ，２ ） 蛇 紋 岩 海 山 の 屬 序 の 解 明 。３ ） 蛇



蚊轡フローのマト リッ クス及び異質岩片の採氣 ４）蛇

紋岩の変形と堆積性の蛇紋岩の変形とその堆積構遺の観

察，５）廡都匁斜面の変形と噴火。タクトｓ クスとの閧

儡。を明らかにする。

２．４　鳥魯海山と糘骨生棆算集

198?年に，カリ７ｔル４７沖のサｙタカタリナ海盆の

lj40m の海暖でアメリカ潜水韜アルビン号が麗鱇の匐

ｍに及ぷ鮫骨を発見した（Smllh ･tal. 1989 ）.ｓa －

ジーランド沖では漁船の１ｇ－ルによ・て回収された鯨

の骨と生物の報告かある。閧魂すると考えられる化石と

してはアメリカワシントン州のオリンピ・ク半島に知ら

れ。 また日本にも岩手県，三重県など旗の骨化石が見つ

かりている。

鍄の骨に発生した生勧群集の発見は，現在の地球上の

最大の生物の死後の世界を直接瞿場を 閂事したことにな

る. ＴＯＷＢＡＣと名付けられたこの生勧群集は，世界で

も２側目でありきわめてまれな事象である（輿閨ほか｡

1993）。しかし， 単にまれなだけでなく，重輿なことは。

輝肖という今までに人頭の認識力が及ばなか。た世界

の，生物の瞿類。 バクテリアを龠む生物闃のそれぞれの

役制，そして，それを支える化牟的な反応過程と物賢循

耶亠すべてにわた・て， 想像上のものでしかなか。た現

象に，だれもが認める鐘かな事実を知ることができると

いうことにある。 そして。化石に残された退去の地球生

命の生囂系を理解するうえにも，不可欠な基礎知識とな

る。この研究の目的は。 生物の正確な記載と，生息系の

化孝的側面を明らかにし，極東に近い条件での生物種と

しての遺伝的特齔 他の熱水に由来する生物群集などと

の類似性，その特殊性などを明らかにする。

２，５　リフト

高弧は大陸の縁辺に位ｌ し厚いいわゆる大饐地殻を持

つものと，海洋底に発達する比較的蓐い地般を持つもの

の２種順に分類される。 後者は肖洋性鳥佩と呼ぱれ，そ

の地殻は大半が火成岩起原の岩石から槿瞻され，海芹底

内で新たに氈ｓｌされたあ瓠・海爵弟と考えられて いる。

伊豆・小暼疸高弧はこの集件をそなえた典ｌ!的な海洋性

鳥瓠である。

伊豆・小笠屋島弧中央部にはリフト帯が兄邇している

（玉木ほか，1961 ；藤岡ほか. 1983, 1988 ）。 リフト帯は

複数のブロックに分割され，ほぽ連続的にヱシｘロ ン状

に１列しながら南北に分布している。伊夏・小笠原鳥弧

では音波を用いた高解像構造 探在と，０ＤＰによる掘削

結軋 冶水魁及びドレフジによる採晁結果を統合 して，

島慍を喰断する鼈殼断面面が観案されている（平ほか。

199a) ． しか し， 鳥 偏 中 央郎 の上 留 地 般 がど の よ うな岩

石によ･ｓで構 成 さ れ てい るか は ま だ不 明 であ る． 今 回の

濳 鵬躙 査 は 伊 亘 小 雪 匳 魯 佩中 央に 発達 する 此 高1 μem

に 遑 す る急傾 斜 の斷 駟 崖 に露 出 す る と考え ら れ る上 郎墻

鮠 の層 序 を明 らか に し ． 昏せ て 岩 石を 採取 す る こ と であ

る． 絅 航 畋戚 はｘ シｘ 口 冫状 にＥ 列 廴 たプ ロ ．ク の １つ

であ る鳥 島 リ フト の柬縁 であ る ． 潛 紕蝗 貞周 辺 鄙 で ●ぽ

Ｎ一S 漣 向 の 正 断 層 が ラ イト ステ ．プ で１ 列 Ｌ て い る ．

噺層 塵 は 大周 的 に １ 段 か ら構 成 さ れ全 体 の此 高 は1 ぷ)e

町に 遭 す る ． 上 段 と下 段 の 境 界 に あ た る 水 原2,Ｓ) －

2,10em に は比 較 的 平岨 面 が分 布 し てい る ．

２．・　 紀 爾 海 底 崖

伊 豆 ・小笠 巓弧 曹 瓠 と 鴫!l 海 童 に闕 す る研 究 はｔ とし

て，淘 底 咄甑 言瀘 掫 気 地 磋 気 重力 等の 岫 球 勧 躍探

査ｅ 唾か 底貿 の サ ンプ ｑ ｙ ダ が 地質凋 査氣 東 京 大 牟海

洋 研 究 胼 ， 洵１ 儺 安 疔 水 難 椰 に よ ・ て な さ れ た

(Ｍｕfｓｕｃt11 吠 ●|．1988; Ｋｏtｓｙ朏hi s･jl Nak ㎡・.

1971). 四 国 海 童に つい て 諡IPODLeS S8 の 航 榔 でSite

442 ，443 、444 の Ｓ 点 の 掘 削 が 行 わ れ て い る(XI･In

ｌｎｄ Ｋｏtｓy 細 呱19eO). ま た 古 い 鳥弧 であ る九 州 －･４

ラ オ淘 ● では294 44S の 握刪 が 行 わ れ， 厚い･●ンガ ンの

下 に 火 山 岩 のji イ ル が 見 つ か・ て い る 【Ｋ ●rｌｇ ｅt ･I.，

1975;K1･In ●ｎｄ Ｘｏｂ・ｙ・h 廴l 慵 】)． 四 国海 童 の 宛 遽 史

に つ い て は Ｋｌｆｉｇ(1971) や らno  and Ｍａｒｕｙ脯･●

(19 剔) によ･ｌ てモ デルが 建て ら れ てい る．

今 回 の甬航 鼈 貞 であ る 凹国 海 童 の柬緑 には ， 四咄 尚盆

を区 分 す る断 層 がほ ぽ帛１ に 漣 ．てお り 紀南 嵐 客 ●１ 呷

ぱ れた． この 紀 麻 海 豈 鑾 に つ い て は遍 去 の研 究 は 全 くな

い． 水 難 郎の き 波 襴 査 の 銘 果 か らは ，急 ●と その 上 に来

る厚 い 堵 歇物 が変 形 Ｌ て い る の が 見え る． ま た亀 崖 の枷

(す そ) に も 厚 い 堆 積 伽 か たま・ て い る こと か ら こ の息

癲 朏さい 地 廖 であ ろ うと 思 わ れ る． こ の断魍 に 沿 ９ て四

閨 洵 髱 の 基盤 を 作 る岩 石 が竃 畠 し てい る可 餽 健 か あ・

て．同 時 に 断 暦 の 霙 倣 や ● ● の メカｓ ズ ムを 匍 る 季 掛か

り が耨ら れる であ ろ う． 本耋 航 では･ 鶫 海童 の棊 盤 の地

下橋 瓏をla 綾 見 る こ とを 目 的 と し． 以 下 の項 目に つ いて

潜航層 壺 を行 う．

Ⅲ 新 膕 の 観 察， 遷 動 の方 甌 変 位 な ど

闥 四 圜海 盆 の完 全礬 抒 ○蘊 き

ａ 基 盤奢 や堆 積 物 の 匍 察 と そ の採 集

２．７　 マリ アナ 稍 瓢 の 蛇紋 墻 淘山

パ・ ク９ ン海 山

こ の瀧 艫 で1ま卵 麕 を し たScftMARcne イ メ ー ジの

値 い 鼈域 毫飼 べ るこ とに あ る． こ のよ う な地 域 は･ｆ。ク



図 ３ マ リ アナ 前 弧 の 地 形 （ブ ラ イ ア ー ほか によ る ）

Ｆｉｇ-３ Topography ol t ｈｅ Mariana  forearc Ｃａrtｅr Ｆryａr ｅt al,），

マｙ海山の南翼で活動的な鳩所で，地‾Fからの冷湧水の

染み出 しが起こりている地域であると考え られる。 また

このような圸所は噴出物全体を通して断屬が切・ている

可鯲j！ があ る。ここでは海底０観察のほか に堆積物の間

隔水を 搶出 してその化学組成を換討する。ODP125 節で

は蛇紋ｇの殫分で闖隔水の組成が翼なりている（ＭＱtt1，

1992）。

コs･カル洵11」

伊豆･ 小笠原及びマリアナ海溝の隨側斜面には顕著な

蛇紋岩海山 が発達している。その分布は海渦軸にほぽ平

行で水課6,600m 付近 から約 ２ｋｍの比高を持つ（Ｆｒyer

ｅtal.，1985 ）。この蛇紋岩 の海山はマリアナで発見され

研究されて きたが。マリアナから伊豆・小笠鰄の齶弧域

にまで連続することがわかりてぎた。1992 年の鳥鳥海山

の爵航では頂上付近 にまで蛇紋 岩の纎出するこ とかわ

か 。た （藤 闘ll か｡1992) 。 ま た 北 に ある 須 明 海 山|まほ

と ん ど 齠 に 榱 わ れ て 蛇 紋 岩 の活１ は す で に 終 わ って し

ま・ て い る こ と が わ か っ た 。蛇 紋 岩海 山を 含 め た伊豆 ・

小 笠 原 海溝 の陸 鈿斜 面 に 関 する 研 究 はｔ と し て. ODP

第125 及 び126 節 の事 前調 査 亠し て海 底 地形 ， 音 波 探 表 ，

地 磁 気 。 重 力 等 の 地 球 物理 探 査 の ほか 。底 貿 の サ ンプ リ

ング が 地 質 綢 壺ji ， 東 京大 学海 洋 研究 所。 淘 上保 安庁 水

路 郎 に よ う てな さ れ た。 前 弧 の 蛇 紋 岩 海 山 に つ い て は

ＯＤＰ 鄒125 で 掘 削 孔7a3/78･ の ２ つの 寸 イ ト で顳 削が 行

わ れ た 。 マ11 ア ナ前 弧 の コｓ カ ル 海山 やパ ッ ク マ ン海 山

で はSeaMARC Ｕに よ る 海 底 の 調 査 及 び 音 故 探 在が 行

わ れ た。 ま た コ ニ カ ル 海 山 に つ いて は ＯＤ Ｐ 節125 で 掘

削 孔778 －780 の ３つ の サ イ ・ で 棚 削 が 行 わ れ 。蛇 紋岩 の

フ ｐ 一 エ ニ 。卜 が ？つ 見 つ か っ て い る （Ｆｒyer ，ＰｅａｒｃＩ，

Stｃｋｋｉｎｇ et al｡Fryer,  Stokking et al. 1990 ）。 温度 の



叶 測 ，蛇 紋 岩 の 泥 の構 造 や． 艢 鍵 岩 とし て 高圧， 低温 璽

の変 成 岩が 得ら れ てい る． ま た米 国 の潜水 調 査船 アルビ

ンに よ・ て 調 査 が 行 わ れ て い る． 頂 上か ら 炭 敵 塩 チ ム

ｓ － や蛇紋 岩 の フ ロー が見 つ か ．てい る． こ れら の研 究

か ら， 蛇紋 岩海山 には 罷火山 と同 じよ うな 条件 で噴 火 し

た蛇 紋 岩 と， マ ント ル の蛇紋 岩が 直披 海底 に 上界 し たも

のと があ る ことが わか ．て い る． 変取 岩の 研究 か ら筐 習

され た 岩 石 は 地 下匐ｋｓ 付 近 か ら や ．て ●た こ と が わ

かウ た．

本書航 で は以 下 の項 目 に つ い て飼査 を行 う．

（1） 蛇紋 岩 海山 の頂 郎 に活 動的 な炭 酸塩 チ ム４ － を 探

す

12） 冷 水 湧出 の温 度 測 定 と チ ムｓ － の中 の採 水

g3） 蛇紋 岩 フ ロ ー形 態 観察 ， マト リ ．ク ス及 び 異質 岩

片 の探 集

妲 チ ム４ － の 分 布 複 式 の 観集

杤） 急斜 面 の 変形 と 畷 火． テク トｓ ク スと の 関 係

を 明ら かに する．

３ｘ パ ．ク三 角形

Johnson ｅt al.,（1992 ） はSetMARC  n の イ メ ー ジ

で 断層 に魂 され たコニ カ ル 海 山 の柬 の 急崖 のグ ラ ーベ ン

で ド レ ッジに よ ．て様 々 な岩 石を 報 告 し てい る． それら

は ガ プｇ や蛇 紋 岩 の ほ か ボｓ ナ イ ト や ＭＯＲＢ， 鳥 弧 的

な 火山 軋 火山 輿 な ど に 出 墳 す る ア ル カ り 岩. MORB

と 火山 等 の 遷 移 帯 の 岩 石， 新 暦 に よ・ て出 来 た ｐｏｌｙ･

ｍｉｃt fｓlt をww･rij 及 びチ ャ ートで あ る． 摶 ら れ た岩 石

の Ｋ一 Ａｒ 年 代 は 寄席 によ る もの で最 も驚 い 年 代 で あ

る． そ れ ら はMORB に つ い て は17Ma 。 火 山 島 は70

Ma.boninit ｌ は39Ma で チ ャ ー ト は131 －188 と97 ―112

M･ で あ・ た （J・hn&・ｎｅt魯]., 1992), こ のよ うに 枚雑 多

様 な 岩 石 の 起 源 は 断 層 に よ る． こ の 潜 航 で は か つ て ド

レ ッ ジで得 ら れ た岩 石 の 層序 を決 定 す ると同 時に その起

齦に つい て 新 しい 知 見 を 碍 る こ とにあ る．

２． Ｓ　 マリ ア ナ 鴦・

海 溝 海似 斜面 は急 傾 斜 をな し て隍 劃斜 茴 の 下 へ 沈 み込

ん でい る． こ の誨 側 斜 面 の碁 鄭 に は ●く の£ 新 屬 が尭遷

し てい る （Ｈｕｓｓｏ㎎ ’ａｎｄ Ｕｙe甎1982 ）． そ の断 麗 麗 と

考 えら れ る斜 面 に は多 く の階 及 状 の地 形 があ る が， その

目 視観 察を 暹 じ て沈 み込 むプ レー ト の変形 を 研 究 する の

が 第一 の目 的 であ る． 正 断 層 は 水平 引・ 張 り の応力 場 で

形成 され る から． そこに は 引・ 張り 割 れ目 も発 逓 する か

もし れな い （細 田 ほ か, 1992). 次 に ， 太 平 洋 プ レ ー ト

上に 堆積 し てい る 堆積 勧 の性 質 を 堆歓 学 的及 び古 生 物学

的 及 び化 学 的に 研 究 す る （西 村 樣 か.1 鈴3 ）. こ れは コ

１

アサンプルを電子顕微鮫により詳しく観察することに

よりてその変形及び変質を躙 べ，また主としてマ冫ガン

ノジあールの化学分沂を通じて地球化学的研究を行う．

ｉ 去においては滲水船を用いて，海舞斜面の表層の地

形を輿べた例は少ない． また．直接目視サンプリングし

た試科による研究 はわれわれ のものを餘いて少ない．

３ ． 鴆　　 形

Ｓ． １　 海 側 飼 面

伊 豆 ・ 小 笠 原 海 溝 海 側 斜 面 は 水 潭6､000m か ら 溝 溝 底

のU00m を 「 よ こ す か 」 の 航 淘 の 事 前 地 形 澗 査 と し て

行 ・ た ． 東 大 肖 洋 研 究 所 の白 鳳 丸 に よ ． て， 鳥 島 を 東 西

に 横 切 る 地 形 新 面 や す イ ト ス ギ ． ン ソ ー ナ ー に よ る 肖 吹

衰 屬 の 地 形 的 な 特 徴 が 明 ら か に さ れ た （Xob ・y ● 甌

1991 ）. それ ら の 結 果 は 蘿 冐 ほ か （| 恥3 ） に 述 べ て あ る ．

海 上 俸 支 庁 水 路 毎 に よ
り

て 海・ ａs こ平 行 な 紬 渺 輿 鴦 が ３

本 行 わ れ た． 地 質 襴 を 所 ｅ 白 ●ll に よ ・ てIs マ イ ル 蜀 隰

で 音 波 細 査 の 新 面 が 碍 ら れ て い る か ， 海 側 の 地 凰 ・ 崎 壽

は 明 瞭 で あ り そ の 罵 差 は 三 陸 沖 の 日 本 海 壽海 抛 斜 面 よ り

も 大 ● い （ Ｈａｌtｌａａ ｄ Ｔａｌｌａｋｉ.19 ｓ ）． 杳 甘 棟 査 のISi

に よ れ ば ， 太 平 洋 プ レ ー １ が 沈 み 込 む に つ れ て プ レ ー ト

の 上 面 が 引 ・ 張 ら れ て 出 来 た 地 形 であ る とい え る ． 篶 一

鹿 魯 海 山 の よ う に 正新 面 に よ り て 切 ら れ 溂 壊 し て い る 陶

山 も あ る （ 茂 木 海 山 ）．

199S 年 の 亊 瞭 調 童 で は 「 よ こ す かＪ ｅ ７ ル チ ナ・ 一

ピ ー 厶 に よ る 輪 形 の 爨 繍 齡多 数 得 ら れ． 毒 溝 海 鵜 の ●鏖

で は 南 北 に 走 る 正 廡 屬 の 鼈 形 が 明 ら か で ， 地 魯 の 高 さ は

海 溝 輸 に 近 い 西 軅 で わ ず か に 蠢 ● が 大 ● い こ とが わ か・

た ． 北 緯SI °48’の 東 西 断 面 は 地 塁 ・地 溝 の １ つ を 完 全 に

カ パ ー し て い る． そ こ で| ま水 瀕a70em の 平 坦 圜 ａ 胄 北

に 伸 び る 氤 幽 が 地 塁 ・ 墻 孱 の 東 西 両 側 に 腮 め られ る ． 海

沸 に 近 い 方 の 地 塁 の 高 さ か わ ず か に 低 い が 形 癨 は よ く 似

て い る ． 亀 膺 の暖 か ら 地 塁 の 福 卜 ま で の 比 高 は3（x ）・ で

あ る ．

こ の 暗 爵 の 東 側 の 徴 地 形 断 面 が 耋 航 に よ・ て 綢 べ ら れ

た． 薯 窿 ● は 地 壽 の 東 の 氤 ● の 鵜 よこ近 い 水 葎 珮j00 ● の

地 点 で あ る ． 亀 形 朏 １－ ｓ ｍ 魘 席 ｅ 兔 鳶 と平 坦 面 か ら な

る ． ● ● を 畳 り 切･ ｓた と こ ろ に 麻 北 に 走 る櫑s －Is ｍ 在

度 で 瀬 さ 匐 ｃｍ－ ５ ｍ 程 度 の ガ レ が 見 ら れ た ． 平 均 の 傾

斜 朏 約1SI で あ る か 息 巓ll 垂 直| こ近 く 平 岨 面 朏 わ ず か に

梅 溝 紬 の 方 向 に 傾 斜 し て い た ． 地 塁 の 頂 上 に 近 い 亠こ ろ

で は 表 面 が 刪 ら れ て 凸 凹 し て い た ．

３ ． ２ 前 鱗 の ｘ ●

繭 瓠 の 基 盤 は 水 原8jSOm か ら 立 ち 上 が ． て い る.

lAfclSTEC よ Ｄ・ ｑ ｓＩ ｓｓ｡10 cI 鮪4 ）



｢ しんかい6500｣ の調査範囲は水深6,390m から6,145m で

ある。 潜航の水深稾大部6β94)－6 ぷOm は普通の傾斜で，

それより浅い部分(6β1←6,190m) は傾斜が忽で露頭が

海庭に出ている。 それより洩い部分〔叺190－6,154〕ｍ) は

傾斜が緩い。 ここではNNW ―SSE から ＮＮＥ一ssw

方向の海底谷に切られた急な崖が露出 する。

３． ３ 蛇紋岩海山

伊豆・小笠原弧は日本海溝と同様にテクトニックヱ

ロージ・ｙが卓越している海溝である。付加体の発達は

一郎を除いてはほとんどな く，代 わりに蜉1鉗岩の海山 が

前弧域に並んでいる。 それらは前弧海山群と呼ば れ。 南

から北へ， 鳥島海山， 馬須海山。須芙寿梅山， 須明 海

山，明 神海山，明青海山， 青ケ鳥海山 と名付けられ た

(腰岡ほか｡1993) 。 海山の底はほとんど6.5(X)ｍの水 鑠

に位置し大きいものでは比高２ｋｍを超える。また鳥 鳥

海山で は羶 側堆積物 をせ き止 めて いる( 緬岡 ほか，

1993)。

須美寿海山

須夷寿海山 は南北に伸び た比肩500m の海山( 海丘)

である。 頂上 の水深は約5β00m で底部は6μ)Om 東の斜

面には基餓が罵山してい ると思 われ る。 山体 は東経

141°55'近くの爾北に伸びる断層によ って２分されてい

る。断層の東 にはケルンバット か見られ5,700m の高ま

りを形成して いる。 東側斜面は6.250m から急になり西

側の斜面より傾斜がきっい。 断愬に沿う東の斜面には巨

大崩壊の地形 が見られる。 海丘の頂上は北西，叺 南東

方向に伸びた尾根を持つ。 陸側から来る堆積勧は鳥島海

山同様海丘の西側にト ラップされている。

鳥鳥海山

鳥鳥海山のマルチナロービームによる地形について，

1993年も塒航 前に事前調査を行い1992年の砲 録図 と比鮫

した。 その結果1992 年見られた山頂の近くの4,000m よ

り浅い３つの ピークが見られず， 小さな２つ のピークと

して現れた。 また，1992年の地形図では，潜航ルートに

沿・て２つの大きな谷地形があるはずであったが。潜航

の時は，ＴＯＷ８ＡＣの地点から次の蛇紋岩の露出纖点 ま

でに谷地形を見たがほかは平坦な地形であった。 航跡 の

地形は今回の地形図に似てい るようである。

着定点は。 水深4,051m の平坦な泥の層。 グリッド 関

哈予定点まで 纉やかな登り。400m で4.038  mまで浅 く

な･5 た。 グリッドＸ＝31叺 Ｙ－975の地点にて鯨骨を視

忽した。 鯨の横たわる面はわずかに南東傴に傾斜 した平

坦面。鍄骨か ら20－30m 爾側に大きな谷地形が見ら れ

た。それを越えて鯨から50m くらいで蛇紋岩の露頭に到
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着した。こ の秡腔岩は1992年の＃148 潜航で も確認を し

ており，谷地形の一部に露 出しているもの と考えられ

る。この地形は, 1992 年のマルチ ナロービー ム地形図に

現れている谷地形に符合しているようである。蛇紋岩か

ら西に進路を取ると，1992 年の航跡を突っ切り斜度30 度

くらい の斜 面にぷっかりた。斜面を途中の水深4,020m

まで到迷し黯盻した。鳥鳥海山のｌつの頂上はこの先に

あると思われるが，今回の潜航では確認できなかった。

３． ４　リフト

伊豆小笠原鳥弧中央部にはリフト帯が発達している。

リフト帯は複数のプロ７クに分割され，ほぽ連続的にヱ

シ。ロン状に配列しながら南北に分布してい る。 潜航地

点はエシｘロン状に配列したブロックの１つ である鳥島

リフト の柬縁で実施された。潜航地点周辺部で はほぽ

Ｎ－s 走向の正断層がライトステップで配列 している。

断層崖 は大局的に２段から構成され全休の比 高は1ぶ00

m に達 する。 上段と下段の境界にあ たる水深衂00 －

2,100m には比鮫的平坦面が分布している。

３． ５　紀南海底崖

四国海盆の東部に存在する丙落ちの断届崖，紀南晦底

崖は，海上保 安庁水路鄭の地形図によれば陶北に少なく

とも360km 連 続する比高s00m 以 上の急塵であ る。「よこ

すか」 によるマ ルチナローピーム地形調査を 行
うた結

氣 紀南梅底崖は１本の直翩ではなく，直線的な ミの字

の雁行腟の集合であることが明らかになった。この雁行

構造は需差は少なく，多分左ずれの断層連動を反映して

いるものと考えられる。これは四国海盆に対して伊豆・

小笠原弧が前進すること，すなわち貝塚（1984 ）による

伊豆バーがこの紀爾海庭廊にあるとすれば。 このミ型雁

行の形成が説明がっく。個 々のセグメント は ＮＮｗ 一

ｓsＥ 方向で， 長さは20－30km. 最大比高はおよそ800

m であ る。崖 の頂耶には海丘もしくは崖の走向 と平行に

伸びた高まり（比高20－40m ）があり，それを越えると平

坦面になる。 雁行するセグメｙ卜閾はやや深 みがある

が，それほど明瞭ではない。梳ずれの方向を推定するに

はさらに詳しい検討が必要である。海底崖の潜航地点で

の走向はN ―S, 比高およそ660m ，平均傾斜 は30°であ

る。 崖 の傾斜は一様ではなく約5ｒ と推定される 切り

立った部分と，泥勝ちな謖い慨斜垉，及びそ の遷移嶇分

（30°くらいか？）が繰り返し現われる。 崖の走向 も微観

的 にはＮ－S を中心にＥ一ｗ からNE ―SW の閧を変化

している。

着底点は紀南海底崖の西の麓に近い水深4,739m の地

点である。東西に走るガレの１つ の据で平坦な地形をな

夕



す。水深の大きいところでは徐々に傾斜を増す地形であ

るが。浅いところでは平姐面と急畑の繰り返しになる。

急崖は場所によっては垂直であうた。水深4,2㈲｢ｎ以浅

では堆梭物に覆われた平坦な地形である。急崖の方向は

ほぼ痢北を示す。この急嵐に沿うて幅数十ｍからｌｍ程

度の，濠さ30m からｌｍほどのガレが東丙に何本も走。

ていた。ガレの山側は切り立。て急なところでは垂直の

趨を形成していた。

角礫からなる崖の一郎が瀏嫡した跡が見られたが。枕

状のマ ンガン=7－ティｙグが見られる急傾斜の崖面が

は。きりと朋壊しているところは観察できなかった。崖

面は一面4こマンガ ンで覆 われていることから，この崖は

古く，海盆中央部の拡大以眤にできたものであろう。

３．６　マリアナ前狠

パ。クマン海山

パックマン海山のSeaMARC ｎ記録によれば，高い

反射串を持つ卵形の地形が南翼を作る断層の上に認めら

れる。1987年のアルビンによる潜航で塊状のカンラン岩

からなる内部と軟齢岩のフローからなる地域が忽められ

た( Ｆrｙｅr et al｡1987)。巨大な未固結の蛇紋岩の土石

姚堆積物はクラストを含み柬の斜面を占める。反射の強

い部分は新しい眇鈴岩のフローがある鳩所かもしくは斜

ｉ に断盾にようて冷湧水が出てきているところである。

･ゞ ツクマ冫海山の南翼は断層によって136m 盛り上がっ

ている。急な斜面の底は沢山の裂け目があり炭酸塩チム

ｓ－が密集している。

コエカル海山

潜航に先だ。て｢ よこすか｣ によるマルチナローピー

厶とプロト ン磁力計による事前調査を行った。コニカル

毎山の地形は頂上付近の南西部には尾根が中腹まで伸び

て:いるほかは， 水深4,400m から3,000m までほぼ完全な

ll錐形を呈している。頂上は平坦で北丙―南東方向に伸

ｙた頂部を持つ。4,000m で囲まれ た円錐の直径は約15

回 で，比高が1.3km であ るので完全な円錐形であ ると

･-ればその体積は36.8km3 になる。

蓊底点は幅の狹い(６ｍ程度)平坦面で洩い方にも深い

まうにも急崖が発達している。この状況は山の中の辺路

りようで右に急塵， 左に急廈という感じである。地形図

ζ1は唯一尾根が伸びているところで鹵ｉ に伸びる尾根が

ｌられる。この毟根が8 －10m 程度の魚崖と平坦面とい

うステップになっているように思える。このステップは

144°方向を向いている。ここの部分は小さな海底谷を形

攵している。これらの地形から，頂上付近には北東爿 軻

!i方向に正断眉がま っているように甕われた。ここｉぶ

頂上に至るルートは，斜ｉ は鍛やかで堆穡物に攜われた

表面に高さSOccntfどのチＡｘ－の台座を作るクラスト

が残丘のよう1こなうている。また北西一廁柬方向にチム

ニー群が並んでいる。

コニパック三角地帯

水深6,00e－4μX）ｍ，鵺匐km のリッジ1よ断層によ。て

上昇した。斜・ の平均の傾劃は30°である。潜航では６°

61上の急劇面を３本機釿した。最も急な斜面は土石涜に

よって表面が剛られた３－４ｍの原さの溝状の地形を呈

し，全体としてridges and tr ｏｕgbs 地形を作る。 急な

斜面と斜面の間は平坦なテラスになりている。

３．７　マリアナ海側

この海域はマりア ナ晧烏のテニアｙ鳥の東約34〕ekm

|ご位置し，マりアナ海篇を挟んでその海側斜面の基部に

あたる。 海溝底は約7,500m のｉ 度を示 し南北に走る。

毎沸海佃刺面はN3C °E及びＮ一S 方向 の明瞭な西傾斜

ａ切り立うた断●塵が走る。東傾斜の断層崖もあり，鑰

ｌ ・蚰溝柵造を示すこともあるがその数は少ない。 誨側

には数多くの海山が存在し。そのあるものlj今にも海溝

に落ち込むか，衝突しかか・ ている。

調査地域は南方に小規模な海山があり。前述の２方向

X）断騁によ。てかなりの程度変位されている。 今回潛航

耋点として週んだのは，この西低斜の魚斜面である。斜

絎の傾斜は平均でも400/】e00という極めて急なもので，

llそらく何らかの岩石や圸屆が鐇出していると期待 され

こいた。

実廝冶航してみると，斜面は陪段状となりていて。魚

叫面と纉斜面の組み合わせであ。た。斜面全体は6.?50

n からS,750m まで続くので。その中llどのｌ ／３ほどを

l 察したことになる。急斜面はllとんど垂直の髱にな。

ｒいて，その下位と上位に比較的緩い斜ｉ が存在してい

t。前者は塵雎堆積物であるラプルペッドが累々と堆讀

しており，あたかも竇（さい）の河原という感じであ。

t。後者の緩い斜面に朏釉眉が寛出 廴ていたか。それは

il外なく堆積岩であり， また垂直な趨は玄武岩であ。

t. 一方，纉斜面は60/6CC程度の傾斜を示し。 堆積岩の

ヒにごく蹲い（ ）ｍＲ度）遠洋性の粘土かあたかもほこ

］のよう|こかぷ･,ていた。表面にはいわゆるパ4 オジェ

ｘツクマウンドが形成されており，所々に轜生物のトレ

ｆルや糞があるが， その数は少なか。た。岐長が數m

D 緩やかなウエーブ状の表面地形が普通に見られたか，

１の成因はわからない。



４ ． 贈 航 組 ●

伊 豆 ・ 小 笠 原 弧 と マ リ ア ナ 弧 で 合叶15 回 の 潜 航 を 行･ ｇ

て い る 。 以 下 に 瀚 鶺 の 鯛 単 な 結 果 を 示 し た 。

＃168 醺 航 の 結 果:

伊 豆 ・ 小 笠 原 海 溝 海 側 斜 面 の 地 暴 ・ 地 溝 構 造 の １つ で

あ る 東 側 急 崖 に 潜 航 し た。 着 底 し た兔 ● の 麓 は賺 混l ごり

の 泥 で 。 層 序 は下 位 よ り 土 石 洸 堆 積 物 ない し はin situ

に 著 し く 変 形 を 受 け た 泥 岩 ， よ く 成 層 し た 泥 岩 ， 小 断 層

に よ っ て 切 ら れ た 火 山 灰 屬 を 挾 む 泥岩 ， 最 上 位 の マ ン ガ

ン ク ラ ス ト で あ･1 た （ 写 真 １）。 こ の 屬 序 は 濳 航 Ｌ た 範

囲 で は 偕 同 じ で あ ９ た 。 こ の 部 分 の徼 地 形 は1  ―  2mB

度 の 急 廛 と 堆 貔 物 に 壅 わ れ た 平 岨ｉ の 艦 み 合 わ せ か ら な

る 。 南 北 に 走 るIB  I ―15m の 小 さ な ガ レ が 艤 つ1, あ 。

た 。 土 石 洸 堆 穢 物 汢ａ 去 の 鮠1-･ り や地 震 の 結 疂 運 ぼ れ て

こ こ に 墸 積 し た と 思 わ れ る 。 こ こ で見 ら れ た 土 石 訛 堆 種

物 に は ２ つ の タ イ プ が あ る 。 】つljTecl ・ｎｋ ｃ。㎎| 。ｍ･

ｅｒａtｌ で ， も う １ つ は 普 通 の 土 石 流 堆 稜 物 で あ る 。 翫 者

の 土 石 洫 堆 種 物 は 角 雑 で 雑 種 が 少 なく ， こ れ が 土 石 涜 で

運 ば れ た と し て も 極 め て近 い と こ ろか ら で あ ろ う 。 角 礫

と 礫 の 種 薮 がMonolithologjc な 点 と こ れ が 響 し く 破 壊

と 変 形 を 受 け てい る こ と か ら ， こ れがLn ｓitｕ で 形 成 さ

れ た 泥 岩 の Ｔａｌtｏ㎡ｃ ｃｏｎｇｌｏｍｅｒａtｌ で あ る 可 能 性 が あ

る 。1984 年 か ら1985 年 に か け て 行 わ れ た 日 仏 海 溝 計 画 の

涓 舳 で 観 察 さ れ た 謌 総 海 底 塵 の 羹 に 近 い 泥 岩 の 岩 耜 と 極

め て よ く 似 て い る 。 房 総 梅 底 崖 で は 下 位 にTectonic

ｂｘ ｘia ， 小 噺 濶 で 切 ら れ た 泥 岩 を へ て 上 位 に は ほ と ん

ど 変 形 を 受 け な い 泥 岩 が1.７Ｕ ｍ も の 断 面 の 中 で 観 察 さ

れ て い る 。２ つ 目 の 土 石 涜 堆 積 物 は歓 らか く ， 形 成 さ れ

た 年 代 はあ ま り 古 い も の で は な い であ ろ う 。 こ れ ら ２ つ

の 土 石 隹 堆 積 物 は 過 去 の 海 寐 倫 辷 り や 鰉 罠 活 動 の 結 果 発

生 し 海 底 の 斜ｉ を 下
り て疋 ぱ れ ， こ こ に

堆 積 し た 。 上 位

の 泥 岩 中 の 白 い 凝 灰 岩 が 小 断 層 に よ っ て ズ ダ ズ ダ に 切 ら

れ てお り ， 泥 岩 に は垂 直 な 節 理 が 数多 く 兇 達 し て い る と

こ ろ も あ ・ た 。 凝 灰 岩 杜少 な く と も ６ 枚 は あ り 小 断 ● に

よ ・ て 切 ら れ て は い る が 観 察 さ れ た露 頭 の 範 圃 で は連 続

性 は 良 さ そ う であ る。 堆 積 物 の 表 面に は土 石 洸 に よ ・ て

剛 ら れ た 堆 積 物 が は ぎ 取 ら れ た 跡 が 見 ら れ た 。 白 い 凝 灰

岩 が 小 噺 晒1 ごよ
り て

切 られ て お り 泥岩 に は 節 理 が 発 達 し

て い る と こ ろ もあ ・ た 。 平 坦 な 堆 積 物 の表 湎 に は お ぴ た

だ し い 数 の プ ン プ クの 杜 い 跡 や 円 雛形 の生 物 の巣 が 見 ら

れ た。 堆 積 物 の表・ に 諡 土 石 洸 に よ･・ て削 ら れ た 堆 積 勣

が は ぎ 取 ら れ た跡 が 見 られ た 。 ガ レ の 分 布 ， ガ レ が 土 石

流 壤 穡 勧 で 埋 め ら れ て い る こ と な ど の 観 察 結 果 か ら， 伊

豆 ・ 小 笠 原 淘 溝 梅 側 斜ｉ に は 日 本 海 溝 の海 側 斜 面 に 見 ら
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れたような遇去に形成された裂け目が存在し現在はそれ

が堆積●によ･3て埋められてしまウたこと。 地塁・地溝

を形成 する泥岩はin situ の変形 が著しかったことが結

綸され る。泥に埋まったパイプ状 のものが人工物か生勧

かはわ からない。 またはい跡や巣穴等の生物の生痕の戳

から見 て日 本海溝の梅側斜面と同 様生勧が極めて多く，

生物を 養うに十分な栄養が洵側には存在することが結論

される。

毒169 爵航 の結果：

着底 点（6j90m ）は 非l恥痼航の際の鮭Ｓ 点で，地形

は平坦でＥ 質は生物撹拌を受け た泥であっ た。 急迦を

登。ていくと巨大な露頭があったか崖鏤も， ゆるくな。

た岩石 もなくサンプリングか困難であ。た。 これは塊4犬

の熔岩麓またはシル（岩床）で，牒 竈1や構造， あるいは枕

状無造 や柱状節理も見られなか。た。 しかし，平坦な滬

と倣● との繰り返 しから考えるとこれが洫丿耆の岩石の断

層面で あろうC 写真２）。急幽の露頭 杜5 －40m の高さ

であ・ た。水深6.192m から褥 た岩石は翩粒の火山 岩で，

＃150 潜航で 得たものとは異なる。 すなわち毒150 潜航で

得られ たMORB 的な ものはわずかで.a900m 以 課の下

羆斜面 の大部分は ポｓ ナ４ 卜的な ものであろう。以上の

観察から，

Ｉ）洵涛随側斜面下郎の壁は，断層プロッタと斯驟面

との繰り返しによる，兔●と齠に覩われた平 坦な湎との

練り返 しである，２）象自 域では霧頭 はほ とん ど泥を

披･3て いない，９）急崖の底には塵暘堆租物 もラプル堆

積物も|まとんどない，４）サンプ り冫 グ地点では深成岩

li得ら れなかった。ことが箱紬される。

＃171 灘航 の結果：

|量とんどの露頭は侵食を受 けていない黒一 褐色の強く

固結した岩石（玄武岩かポヱナイ1 ） で巨大 な枕状溶岩

(1  ― 4m 輾 ），岩脈，註狄節理を 呈する岩脈，溶岩洫な

どの纈 り返 しであ。た。 岩石の試科は得ら れな かうた

が，典 型的 な露頭はOuter ａｒc high 【例えば父島】の

それに 傴ており， これらの基盤岩はOuter arc high に

おける卓＝･ナイト的檮威要素の一郎である と考えられ

る。こ の場合。 毒150 潜航で得ら れた ＭＯＲＢ様 のサン

プ ルは 陸側 斜面 のよ り濛 い郎分 だけ の類 型 となり，

6μ｛｝一一M00m 近傍のどこかにＭＯＲＢ的な岩石とポニナ

イト的 なものとの境界があ ろう。 ぶ上 の観 察から，ｌ ）

海溝陸 側斜面の縦断では露出の桶 めて良好 な蠢 かあっ

た，２）その崖では大きな枕状溶岩と鋸出のよい岩脈の

級り返 しが見られた。３）崖基部にも塵盤斜 面やラプル

はなか 。た，４）海底谷かNNW ―SSE か らNNE ―

jj



図 ４ 柵航 の ルー ト マ ッ プと地 形 断面

Ｆｉｇ, ４ Rout map and cross section ｏr each dive.



図 ４ （ 統 き ）

Fig.4 （ＣＱｎtinｕed ）

SSW 走向の崖で切られているのlj睦側斜面の沈下が海

溝に平行な正断層により起きたことを示唆する，５) サ

ンプリング地点には深成岩はなか･5た，ことが結牆され

る。

井】72網航の結果:

須長寿梅山東斜面に潜航。着蔵点6,49qｍは泥で，斜

面の平均傾斜は20°くらいであった。蛇紋岩の巨●を含

む｢ubble ao ｗとその露頭が見られた(6,466m) 。白い

炭酸壗らしいものがあり，地層は斜面の下る方向に傾い

ていて。斜面影成後に堆積したと考えられる。蛇紋岩は

シフーを受けて轢状にな･iており，土石湟堆積物として

堆積しているものもある。これが小さなガレを形成して

おり土石を水深の大きい方へと遠んでいる。6,407m の

ガレでは軽石やスコリアを含む土石渣堆裁物が蛇紋岩を

榎って斜面に据山している。ガレの谷頭の露頭では，層

序が下位より蛇鈴岩のフロー，土石渣堆裁物( 蛇紋岩)，

泥岩。現在の土石涜，にな・ている。蛇紋岩のデプりに

は白い脈や泥の注入現象が見られた( 写真３)。それよ

り上位には蛇紋岩の露頭はなく，泥岩やｐジン岩，蛇紋

ＪＡＭｓTECJ.Ｄ●･ｐ ｓ●・ Ｒ●･｡｡10119叫

岩などの転石が見られることから上には露頭があると思

われる。須笑寿海山の内部の騷序はおおむね蛇銓岩から

なるが，フロ ーや毘岩，畝鍠岩以 外の土石洸堆積物を挟

むことから，蛟鰉岩ダイアピルの活紮は休止期を挟んで

いたことが結論される。冶航中に餓察された露頭は以下

のようである。ｌ）蛇紋岩の露頭は塊状でクラックが

走 っている。 中には板状の構造を示すところもあ・た。

節哩が形成されているところもあ る，２）蛇紋岩の変形

は礫吠のプーディンを彫成している。都分的にはプレ。

チャのようにな･。ているためＴｅｃtＱｎｋ やsedimentary

かの区別が難しい。３）土石祝堆積物でこれは変形した

蛇紋岩から派生した土石渣によ･３て邏ばれた蛇紋岩を主

とする礫を含 む。しかし，もともとダイアピルとして上

昇する過程で変形 廴た蛇紋岩が周辺に存在した岩石を取

り 込んでき た 可篦性 もあ る。 実 際蛇 紋岩 の中に は

cataclastic texture を示すものもあ・て地下深都で変形

を受けていることは明らかである，４）蛇故岩のフロー

は海底の表面を流れたもので真黒で薄い届理にな。てい

る，５）往入と脈は不纎II』に蛇紋岩土石蔵堆種物に賢入
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図 ５ 柵航 の 地形 釿ｉ

Fi*.  5 ＴｏｐｃＳraphiccr Ｑ６ssectｉｏｎ ｏr●Ichdi ｖｔ

している。白い幅の広い泥の注入が見られた，６）火山

岩の土石渣は簾海掘削126節で青ヶ鳥海底谷で掘られた

Site787の下都には火山性の土石流堆積物が見つかうて

j4

いる。これとよく似たものが見つか・ た。 軽石， スコリ

ア，震質した火山岩などを含む，７）層理面は成ｌ した

部分には層理面がは･，きりと見られその傾斜はおおむね

JAMSTECJ. Ｄ・･pS叫Ｒ●Ｓ｡1011994）



斜面の下る方向であ。た。斜面のク９－プがあるとして

も墻Ｉ は斜面が形成されながら堆積したものと考えられ

る。これらのことから須芙寿海山は青ケ鳥海底谷が活動

している時に既に存在しており，何回かのダイアビルの

上昇と噴出。チムｓ－の形成と崩壊を繰り返し休止朋を

訣んで成長し現雇は活動を止めていると箱鵬される。

#173 潜航の結果:

1992 年 こ の 鳥 鳥 沖 で 発 見 さ れた鍄 骨 生 勧 群 集

（ＴｏｗBAc ）を見つけようと試み。鍄骨存在予想圸点

及びその付近を約４時間かけて探索したが，鍄骨は見つ

からなか。た。 のみならず，鍄骨生物群集のよい指標生

物であるシンカイコシオりエピも見つからなか。た。し

かし，航走中. 1992 年の鱧骨観寨で多数碕認された壱貝

と同じ。 あるいは似たものが数個体まとま。て見られる

塢所もあ・ た。 ただし。 これはビデオには記録されてい

ない（ビデオカメラと組み合わせられている貝明を遠く

の方に向けたため，＃２ビデオにはほとんど何も映･1て

いない〕。鰉廖直肘に糅政諷泥を行-7 た。

＃174潜航の緒果:

TOWBAC を探し， 水原4,c3?ｍにおいて 略認し た。

大方においては，1999年の状態とほとんど変化していな

いようだ･5た（写真 ４）。今回は，生物のSal 採集と周

辺底貿屬の柱状採泥ｌ による採取を行・ た。 また，生物

群集榻成種の確認のため。できるだけ多方・ からのビデ

オ櫛形と写真撮彫を心がけた。 また，次回證航のための

目印 として，光をよく反射するフィルムを巻き付けたプ

イを貘皿した。 生物試料は，網を使・てシンカイコシオ

りヱピの據獏を行うた。 脊椎骨試料ａバクテリアの研究

のため１つを採取した。 また骨に付着していたウニ，周

辺の巻き貝，骨 の乘りていた底賀の周りに多数生息して

いる多毛類あるいは。 チ，－プフー亠かもしれない窿埀

生物をグラブでつかみ試料とした。 】992年の発見の時に

はほとんど観察を行わなか。た頭都の観察を行い，耳骨

をlｓ●した（写真s ，s ）。

毒175潜航の結果：

鳥島リフトは璢行配列 したブロックの１つであり，リ

フト柵造が栃めて顕著|ご認められ。 その東縁には妣高が

1冫00m に も達する断盾崖が発達している。こ の断屬塵

は地形から上段 の急斜面 と下段の麁斜面，そして両者の

関の比較的平坦面1こ大別 される。急斜面は|まぼ垂直な塵

と比駮的緩斜面 の練り返 しで構成されている。 垂直な癲

は齧岩が囂出しており， 正断層面を裘狠するものと考え

られ，その走向はほぽＮ一s である。また，比較的平坦

面は海難堆積物，デ プライ｝。あるいは未固 結堆種勧に

ＪＡＭsTEcJ. Ｄ●●p s●● Ｒ●・｡.10 (199･l

よ っ て覆 われ て い る。 緩 斜面 は斜 面 に平 行 な 地 層 を もつ

堆 稜 眉 に よ っ て 覆 わ れ てい る。

今 回 の 潜 航 糞 査 に よ り断層 塵に は 火山 体 の 内 祁 構 造 が

露 出 して い る こ とが 判 明 し た 。 観 察 さ れ た衂 岩 か ら は ３

種 類 の 岩 相 が 識 別 さ れ る 。 そ れ ら はbrecciated

pillow 及 び1a ｖaflo ｗ の海 底 喰山 岩sill ま た はdyke

の 貫 入 岩 体。 堆 積 岩 であ る。 恐 ら く ，断 層 崖 は それ ら の

岩 相 の 繰 り 返 し で 構 成 さ れ る も の と 判 断 さ れ る。

brecciated pillow は ａｕtｃｂrｅｃｃｉａted pillow と 考 え ら

れ ， 気 泡 に富 む 特 徽 を 示 す 。 ま た。 フ レ ッ チ ャ ー と フ

レ ッ チャ ーの 間 の マ ト リ フク スの 部 分は あ ま り 発 逮 し て

い な い。 貫 入 岩 体 は そ の 厚 さ が20m を 超 す も の も 見 ら

れ, massive で 完 晶質 な 岩 休 で あ る。 柱 状節 理 か 発 達

す る 岩 体 も観 察 さ れ る 。 堆積 き はｇrading を 伴 う ｓａｎｄ，

stｏｎａ 及 びmudstone が 断 層 崖 上 及に 出 現 す る。 そ の

構 成 勧 は 大 節分 が 火山 岩起 源 の もの と推 定 さ れ る( 写 真

７) 。

今 回 の 潜航 調 姦 によ り観 察 され た断 層 蛮 の層 序 は ， 水

中 で 形成 さ れ た 火山 体 の内 部構 造 を 示 す もの と 推 測 さ れ

る 。 恐 ら く。 伊 豆小 笠 原 島弧中 央都 の上 部 地殻 は こ の よ

う な 火 山 休 の 集 合体 か ら構 成 され てい る と判 断 さ れ る。

こ の 火 山 体 の 比 高 は 少 な く と も1μOm 以 上 と 考 え ら れ

る 。 火山 活動 の 年代 は採 取 さ れ た岩 石 の 同位 体 測 定 の結

果 を ま た なけ れ ぱ な ら な い が 恐 ら く1atｅ０１１ｇ・ｃｅｎｅ よ

り 古 い も の と推 測 され る。

＃176 潜 航 の結 果 ：

四 国 海 盆 南 東 部 に 陶 北 に 伸 び る 断 層 崖 の 下 ， 浹 さ

4,644m の 平坦 な 泥 地 に 着 底 し た後 ， 進 路 を 崖 の最 大 傾

斜 の 方 向90 °に と り 比 高660m の崖 を 岩 石 ， 堆 積 物 の 採

取 ， 目 視 観 察 を 行 い つ つ登・ た。 崖 は 傾 斜 が 非 常 に 急

(お よ そ50 °) な 部 分 と や や緩 傾斜 の 部 分 の 繰 り 返 し で

あ 。た。 急傾 斜 の郡 分は 崖一 面に( お そ ら くか な り の厚

さ で) マ ンガ ン コ ー テ ィング がな さ れ て 曲 面状 の １枚 の

璽 の よ う にな り ， 特 に4 βｌ)ｍ 付 近 では 南 西諸 鳥 海 溝 海

側 で 見 ら れ るよ うな枕 状 のマ ンガ ンク ラ ストが 見 ら れ た

(写 真 ８) 。 一 方 や や緩 傾斜 の 部分 で は ， 大小 の 礫 が 分布

す る が， こ れら の礫 も多 くは マンガ ンコ ー テ ィ ン グ さ れ

た 泥 岩 と推 定 さ れ， 上部 の急 塵 か ら 朋 れ て き た も の が多

い よ う であ る。 極 く綴 い 斜面 では ま た異 な る形 の マ ン ガ

ン ク ラ ス トが 見 ら れ マ ンガ ン酸 化 物 の 産状 は 傾斜 と富

接 な 関係 があ る よ うであ る。 崩 壌 もし く は 土石 漉 の跡 と

見 ら れ る地 形 が 一 郎 で 見ら れ た。

観 察対 象で あ う た雌 が すべ て マ ンガ ン で コ ー テ ィ ン グ

さ れ てい た ので ， 当 初 の目 的 であ っ た露 頭 の観 察 は 不 可

j５



使 だ 。た。 嵐 を 構成 し てい る 岩石 阻 に つ い て も一 面 マ ン

ガ ンで観 わ れ て い るこ とから 目 観 毓 羣 に よ 。て判 断 する

こ とは 極 め て 困 難 であ る。 従 。て こ こ では マ冫 が ンの産

状 と採 取 試科 の概 要を 述 べる 。

１） 枕 状: 鑚 面 を厚 く マン ガ ン が櫚 い枕状 溶岩 のよ う

な 形 態 を 示 す。 きわめ て忽 傾 斜 の 部 分 ， それ も應 の下部

（4,500m 付 近 ）に 順 著 であ る。

２） 角鑼 狄 ： 急 崖 の匐ａ 摎 鯲 部 や30 °程 度 の傾 斜 地 に

見 ら れ る。１つ １ つ が マ ンガ ンで コ ー チ インタ さ れ た角

暸 か ら な る。R001 －l ，2 ，3 ，R002 －2 ，ROe3 試 料 が こ

の タ イ プに あ たり， 泥 岩 ，華 岩 ， 軽 石 であ っ た。

３ ） 角 礫 築 合 型 ： ご つ ごっ し た礫 の形 か 絶 識 で き る

が ， そ れ ら がお 互 い に く９ つ い て嵐 面 を 形 成 し て い る。

匐 位゚ の傾 斜 に 多 い 。Ｒ（加2－ ）は こ の タ イプ の崖 から は

ぎ取・ た。 試 料 はR001 －2 と同 様 の 礫 岩 で ， マ ト ９ ツ

ク ス は 麹褐 色 の 泥 で，１ ●ｍ 以 下 の マ ンガ ンク ラ ストを

持 つ 火山 岩 礫 から 棡成 さ れ， 外 伽』の マ ンガ ンの 厚 さは２

ｃｍ で あ る。２ ） が屬化 （ ？） す るの か。

４） 粒状 ～ シ ート： ご く緩 い斜 面 に 見ら れ る。 丸 みを

襦 ぴ た 小 さ な 礫 もし く は粒 子 と そ れ ら が 集 合 し て薄 い

シ ー Ｈ こな･i て い る。 Ｃ－｛》02柱 状 採 泥 は こ の タ イプ の

薄い シ ート を突 き抜 い て採 取 し た。 シ ート の 下は 賃 褐 色

の泥。

以 上 の 典 型 的 な タ イ プの・ か 分 類 し に く い も の も あ

る。

５） 板状: 虔 の上 部 の急斜 面墻 を 一 枚 岩 の よ うに 榎 う

マ ンガ ン。 枕 の形 は示 さ な い 。ヨ） の 発展 し た も のな の

か，１ ） の未 鳥な もの な のか ？

６） ウｃ コ：海 底を 覆 う･？ンガ ンの板 の一 郎 が は が れ

て ウロ コの よ うに な・ ている ？

マ ンガ ン クラ ス ト の形 態は 明ら か に 崖 の傾 斜 度 に 対 応

して い る。 水 深 と 塵 の走向 ， 嵐 を 構 成 す る岩 石 種 も形 態

と関係 があ る可 能 性が あ る （沖 野 ・ 蕀 陬 本 書）。

＃177 潜 航 の結 果:

紀 南 海 底 嵐 は60 °以 上 あ る急 崖 と 堆 積 勧 に 埋 積 さ れ た

平坦 面 があ り 東 西 性 の ガレ が何 本 も走・ てい る。 急 崖 を

構成 す る も のは マ ｙガ ンで戴 頭 が 直 接 海 底に 顔 を 出 し て

いる と ころ は ほ と ん どな い。 着 暖 点 は 紀 洶洶 廈醂 の 斜 面

の下 郎 で 小 さな ガ レ の 真中 に あ たる 。 着庭 点4,7Sgm か

ら水 深4,689m の 間 は 厚 い堆 積 物 に 轆 欟 さ れ た ガ レ で ，

所 々に 緩 く 下 へ 傾 い た マ ンガ ンの屬 が 見 ら れ る。 マｙ ガ

ンの下 は 泥 岩 で あ る。 急塵 に・ しか か ると， プレ 。チ ャ

特 に フ プ ル サ イ ズ○顰 が急 醂を 形 成 し てい る。 見 ら れ る

s-■ ●J-2--a －|,-をａＭ－ ／鹹 ゐ11 ＆ 宀 ●1･-●aぞ･ぬか壥 亠 べ

ナ ノ プ ラ ン ク ト ン を 含 む 。 ガ レ の 巾 心 は こ れ ら の 土 石 濟

堆 貔 物 に 榎 わ れ 壁 は ラ プ ルに 覆 わ れ た り 泥岩 と マ ンガ ン

の 地 簷 か ら な る 。 白 い 堆 積 物 に 厚 く 観 わ れ 表 面 に は 生

廈 ， 礫 が 散 ら ば る 。 採 集 し た 岩 石 に は 玄 武岩 の枕 状 博 岩

が 含 ま れ て い た。 水 深4,554m の 地 点 で は ガ レ に 沿 っ て

マ ン ガ ン の 被 覆 が 外 れ 中 の 岩 石 が 顏 を 出 し て い る 。 こ れ

は サ イ コ ロ 状 で Ｂ１０ｅｋｙ な溶 岩 で あ る 。 水 深4 μ9m あ た

り か ら4,300m に か け て 魚 塵 と 平 坦 面 の 組 み 合 わ せ が 頻

繁 に 見 ら れ た 。 急 塵 は 応 接 梅 溝 海 側 斜 面 で観 察 さ れ た コ

ン ク リ ー ト の 吹 き 付 け の よ う な マ ン ガ ン で厚 さ は 優 に20

cm 以 上 あ る 。 傾 斜 は 大 き い と こ ろ で 垂 眞 で あ り た 。 一

見 枕 状 溶 岩 の よ う に 見 え る 。 こ の マ ン ガ ンの 魚 崖 に 黒 い

幄 ５ｃｍ 程 度 の 蛇 行 し た 跡 が 見 ら れ た 。 こ れ は 陸 上 の カ

タ ッ ム リ の よ う な 巻 き 貝 の は い 跡 であ る こ と が わ か っ

た 。4 μ ｝Om よ り 浅 い と こ ろ は 堆 積 勧 が 厚 く 溜 ま っ て 平

坦 面 を 形 成 し て い た 。 そ れ よ り 上 位 は同 じ 堆 積 物 な の で

反 転 し て4,300m の 深 さ ま で 戻 る 。4,300m 前 後 は マ ン ガ

ン 枕 と ラ プ ル の 繰 り 返 し で あ う た。 水 深4,298m の ラ ブ

ル を 登
う た 平 坦 面 で

綯 状 溶 岩 を 発 見 し た （ 写 嵐 ９ ）。 表

面 の 旄 は 溶 岩 が 水 潔 の 深 い ほ う へ と流 れ た こ とを 示 す 。

し か し そ の 分 布 は せい ぜ い3m 四 方 秡 度 で あ･5 た 。 こ れ

がin ｓitｕ の 溶 岩 で あ る か崩 娘 ブ ロ ッ クで あ る か は 議 論

の 余 地 が あ る 。 急 塵 も 平 坦 面 の 露 頭 も 最 大20cm の マ; ／

ガ ン に 覆 わ れ て い た。 マ ｙ が ｙ 酸 化 物 に は,  1)  Pillow

tyｐ叺2 ） Ｃｏｎｇ１０ｍｅｒａtjc type, 3 ）I ｓｏｌａtｅｄ nodule

lyi 玖4 ） Ｂｒｅｃｃｉａ ｌｙｐｅ の ４ 種 類 か 見 られ た。 急 崖 は

１） が 埋 め ， ４ ） は 崩 壊 し た ラ プ ル が 産 出 し た 。 平 坦 面

に は そ の 他 の タ イ プ が 見 ら れ た 。 こ れ ら の 詳 し い 記 載 は

沖 野 ・ 藤 岡 （ 本 書 ） に 述 べ ら れ て い る 。 本 潜 航 の 結 氣

１） 紀 南 海 底 崖 が 古 い 左 ず れ の 断 層 で あ る こ と， ２ ） 急

塵 に は 泥 岩 ， 枕 状 溶 岩 が 露 出 す る こ と 。３ ） 新 し い タ イ

プ の マ ン ガ ン に 覆 わ れ て い る こ と が わ か っ た 。 や わ らか

い 堆 積 物 の 上 を 流 れ た綯 状 溶 岩 ， や わ ら か い 堆 積 物 の中

に 流 れ 込 ん だ 溶 岩 が 見 つ か･｡ た が こ れ ら は 四 国 廊 盆 拡 大

の 末 期 の 粘 性 の 低 い シ ー ト フ ロ ー であ ろ う。 溶 岩 に つ い

て の 絶 対 年 代 。 泱 ま れ る 化 石 の 年 代 か ら 四 国 海 盆 の 形成

史 と ど う い う 関 係 に あ る か が 注 目 さ れ る 。

＃178 潜 航 の 結 果 ：

“ フ ク マ｀’海 山 の 陶 翼 に 柵 航 し 蛇 紋 岩 の フ ロ ー や 小 さ

な 炭 酸 塩 チ ム ニ ー を 沢 山 発 見 し た 。 今 ま で パ 。ク７ ン海

山 か ら は炭 破 塩 チ ム ニ ー は見 つ か っ て い な か っ た。 潜航

で 得 ら れ た 観 察 は 。 ０ 水 深3,596m で 見 ら れ た 巨 礫 は 。

小 ～ 巨 礫 を 含 ん だ 周 囲 よ り も 酸 化 さ れ た 黄 灰 色 の サ ーペ

ン テ ィ ン マ ’yド に 覆 わ れ て い た 。 水 深3,S91m 付 近 で 見



られた蛇紋岩泥は緑灰色で ４本の小規模な リッジ及び涛

をなして露出しており，多様な サイズのクラストを含ん

でいた。３）水深叺565m でNW ―SE 走向 のリッジを見

いだした。これは極く最近できたと思われるナイフエッ

ジ開口裂部によりていくつ もに断裂しており，この裂け

目から小型の炭酸塩チムニー（ベビーチムニー）が成長

していた。 炭酸壇チムニーの形態には城壁状のものから

孤立するものまであり，大小様々な突起を偉えてい た。

炭酸壇チムニーとその基盤になっている物質は間口裂郎

からの流体流出に関達したもので， あるいは ＯＤＰＬａｇ

１２５によるコニカル海山の掘削で報告されているものに

類似した流体の出口に関係したものであろう，４）潜航

を通じて海膿面にはナマコをはじめとした，おぴただし

い底生生物のはい跡があった，ことである。

＃179潸航の結果：

着底点は輻の狹い平坦面でリプルマークの著しい眇質

泥で。平坦面の上も下も階段状で急崖には蛇紋岩フロー

が見られる。この階段状地形は正断・ でできた ステップ

のようにも見える。着底点から怱崖を下りた平坦面には

眩紋岩のフローがロープ状の分布をする。このロープは

高さ50cm 程度の高まりを形成 しており， 古いものは堅

く岩石にな･5ている。ロープ状 の堆敏樹はオりープ色の

５ｃｍくらいの人きさの球にな ウており。 軟らかく生物

の糞のようであるが同様にロ ープ状に分布する。斜面に

沿って蛇紋岩のフロ ーが傾斜し地形的な高まりを形成し

ている。蛇餃岩のフローは内郵におぴただしい捕獲岩を

含む（写真11）。蛇紋岩のフローには新鮮なものと表面

がマ ンガンで馬くコーテ ィングされたものとあり前者は

ブヨプヨで しかしSOcm ほどの商さのりツジを形成して

いた。 若底点付近の急斜面をはい下りて硫れた模様であ

る。 古いフローは内部に たくさんの捕穫岩片を合んでい

た。 頂上までの道のりは謖い斜面で途中に蛇紋岩フロー

でで きたステップが幾つ か見られたほかは泥で覆われて

いた。 ステウプは蛇紋岩のフローで，その内部には捕獲

された岩石が多且に含まれており。 その大きさは観察さ

れた範囲で は砂～小礫サイズのものから最大で２ｍにも

速するものまである。 フローの表面は黒いマンガンの堆

蹟物で覆われていて厚いところでは数ｃｍ ものクラスト

を作りている。 これを覆う堆積物の友面にはおぴただし

いリップルマークが見られ強い流れのあることが示唆さ

れる。炭酸塩あるいはシリカチムニーが４つの地点で見

つか，た。 チムニーは単独で亟直に立っているものと。

複数で林立するものとある。水晶の結晶のように透明感

を示すものもあ。た。第１番目のチ ムニーは垂直でなく

その下の台座も傾いていた。台座の下には古いり･。ジの

ような軟耋ｔ岩貧の岩石が見られた。チムニーの覆面に貿

細色のバクテリアマットのようなものが付着しているこ

とからこのチムニーはまだ死んでいないと判断する。 し

かし得られたサｙプルの断面には熱水のような通り通は

なく完全にアラレ石で埋まっていた。第２番目 のチム

s －lj50cm くらいと匐ｃｍくらいの親子で，周辺の贏い

円形の凹地が見られた。 第３番目は林立するチムｘ－で

アルビンの潜航で見･つかったダレープヤードであろう。

巨大なイソギン･チャクが付着していたが7j レピンの潜航

畤（ ６年前）より巨大化しているように見え た〔写真

12〕。 チｊ･ニーはおおむねz70°から2㈲’方向に練状に分

布しているように見え， 全体に表・ に馬いマｙガンの酸

化物が付着していた。第４番目のものはやや透明感を感

匕させるもので。高さ2mll どあ・ た。チムニーのalぴ

朏燭所ごとに変鳥するが地図 の上にプロ 。卜してみる

と。頂上に近い西側斜面でその配列はほぽ』匕西一両東方

向に並んでいる。チムニーは必ず台座をもちマ ンガ ンで

黒くな。たクラスト状にな･。ている。 コこカル海山は蛇

紋岩 フロ ーからなる海山で炭敵塩あるいはシりカチム

ニーが頂上の西側に分布する特艮な淘111である。

＃1 闖潜航の結果：

羲底点はコニjf ツク三角地帯，コユカル海山 のすぐ朿

のΞ 角地満を区 切る大断駟唇塵の基祁（s,755ｓ）で，

葎い堆積勧が硬い眉を双･iており， 巨榛か散在してい

た。5,654）I・の断嘔斜面の基郎は多 様な中～ 大轢から

なうていた。こ れらは土石流堆積勧のリッジ略にき まれ

ていたものである。これらの土石洸堆積物11. 浅青緑色

～白色の蛇紋岩泥と互屠し，一連の土石湟シークエンス

をなしていた（写真13）。蛇紋岩泥はクラストを曁寓4こ

含むこともあれぱ。点在する場合もあ。た。また土石流

堆積物の眉は一般にレンズ状ないしプロ。ク状で不坦則

であ。た。水深U50 －り 脯ｍの急斜面では膨 大な 土石

が刪潤斜面に直交して痼落しており，これらの中からマ

ン･ガン･に被覆されたジルト岩及び火成岩か得られた。

非181潜航の結果:

マリアナ海満の北緯15°29’付近の海満海側斜・ の深度

約6,500－ｕ00m の斜面の地質と地形を鱧察し，いくつ

かのサンプルを採集した。 調査した急膽は|,0com に及

ぶ正断魍崖と考えられるが， その中馥郎は何段かの階段

状の地形からな。ている。Ｓ な部分には，海洋jMly が露

出 していた。 すなわち，下位から玄武岩（50m 程度）。

チャート，珪質貞岩（合わせてsom 程度）が唾なる（写

真14，15 ）。こ の咽序が少なくとも3【iあうた。ｉ た，



火山性の砂岩も見られた。斜面は約400m の高さに及び，

下郎は極めて急な断崖 からなり，上部は纉斜面からな

る。 下郎はそれぞれ100m の高さの３つの階段状の断崖

からなり。それぞれの下郎は玄武岩（その多くは枕状溶

岩）上部はチャート及び珪質頁岩からなる。所々に火山

起源の砂岩（クロスラミナ）が挟まれる。玄武岩から珪

質頁岩まで の厚さは1（X）ｍほどもあり， 海洋屐序が正断

層により繰り返している可鯲性がある。この玄武岩は廟

方の海暖火山の延長のものである可能性もあるが。太平

洋プレートそのものである可能性もある。これは玄武岩

の化学分析及びチャート及ぴ珪質貫岩の年代を決めるこ

とによって明らかにされよう。上部斜面の薄い泥のカ

バーには断崖の走行（ほぼ陶北）に平行な無数の亀裂が

発達している。これは，断崖の近くにもまたそこからか

なり離れたとこ ろに もあるので， 地震によって惹起

（じゃりき）された亀裂である可能性がある。この緩斜

面の最後には四たぴ玄武岩の断崖が存在する。この玄武

岩は正断層によって現われたものだろう。

チ ャートの年代もそれが， もしジ。ラ紀のものであれ

ば，この付近はいわゆる01d Pacific に羈するとされて

いるので，海洋プレートそのものであろうが，もし白亜

紀のものであれば，プレート層序の上に噴出した海暖火

山をさらに覆う深海底の堆破物であることになる。これ

も， チャートなどの岩石からの放散虫の鑑定に待ちた

い。この層序が３回練り返すが，それは３回の正断甅に

ようて耡り返しているのか，実際に３回堆積があうたの

かのどちらかであろう。化学分析や化石の同定によ･，て

わかるかもしれない。綾斜面はごく薄い（１ｍ霖jｔ）遠

洋性粘土（火山灰を含む）がたま･・ている。生物による

擾乱作用はあるが，微弱のようであうた。この粘土はこ

げ茶色を示し，いわゆる赤色粘土眉であろう。下位の珪

質頁岩との間には著しい不鰹合が存在する。これはいわ

ゆる深海jヽ イアタスと呼ばれるものである。

急斜面から●劔面になうたところから。その粘土巖の

表面には帽数ｃｍ，簾さ數十ｍ，長き數十ｍの亀裂が多

く発達していた。・ のごく近くにはあたかも圸潘べり起

諏のりストリ。夕な割れ目が２本見られたが，その上位

は縦柚に走る亀裂となり，さらに上位の塵から10ml ど

も糶れると，亀裂の方向はほぽ崖 の走行に平行であ。

た。●裂は崖の近くに多いが，それからかなり媼れたと

ころにもごく普通に発達していた。つまり，全体的にこ

れらは斜面上の堆濺樹のＩ 力不安定に由来するのであろ

うが，地震の振動，特に表面波によ・て，引き起こされ

たものである可脆性もある。

５．考　　 察

以 下 に本黼jS で 得ら れ た畏 つ か の新知 見に つい て の考

察 を行 う。 こ こで は， 沈 み 込 む プ レ ート の海 側斜 面 の蠱

航 結 果 の比 較 ， マ リ ア ナ前 弧 の蛇 紋 岩 海山 の 「 よ こ す

か」 で 初 めて の鷸 航結 果 ，紀 南 海底 塵 の枇状 溶岩 に 似 た

マ ンガ ン の形 氤 鳥 鷄鍄 骨 生 物 群 集及 ぴ鳥 島 リフ ト の断

面 か ら 島彌 の地 殻 に つい て行･i た。

Ⅲ 海側斜ｉ の 海津 地 殻 の 噺 面

枕 み込 む プ レ ー トが海 溝 軸1こさ Ｌ かか うた と きに 曲 げ

に よ り て海 溝 の海 側斜 面 地 塁 ・ 地 溝構造 ので きる こ とは

よ く 知 られ て いる （Lｕdｗｉｇ ｅt a1.｡19砺 ）。 西太 平 洋 に

は 太 平 洋プ レ ート が沈 み 込 む 日 本 海薦 。伊 豆 ・小 笠 厦海

溝， マ り フ ナ 海 溝 があ り,カ ロ ９ ンプレ ート の沈 み 込 む

ヤ７ プ 海溝 があ り ， こ こ で瀲 箚 が 行 われ てい る。 日 本海

渭 に 関 Ｌ て は1991 年 の 書65 ， 井66. #67,  1992 年 の

毒130 ， ＃131. ＃IS2. 蓴139 ， ＃134. の 合 叶 ８ 潜 航

（堀田li か. 1992  ; it岡 ほか｡1993) が あ る 。‐ 方 ， プ

レ ート の年代 の古 い伊 豆 ・ 小 笠 原 海 溝， マリ７ ナ海 溝そ

し て ヤ フプ海 溝 の潜航 で は＃1 臓 ＃181 ，＃IS･ が ある。

１ ６ 伊 豆 ・ 小等 原弧 の複 式 地形新 面　　　　　　　　　　　　　 ‾

Fig.  6 Schematic cross  sect!£ｓ of tｉｌ ｌｚ・-Bonfcχi 鮒ｌ-tfi ●吮-ISagkS ｒｃ魯ｙｓtｅｍ.
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マ リ７ ナ海 溝 淘 側 斜 面 で 行 わ れ た#181 潜 航 では 玄 武

岩， チ ャー ト。 泥 岩 の軅 み 合 わ せ が ３ 回観 重 さ れ た。 塒

紘 地点 は日 程 の関 係 から 海 山 の 彫● を 全く 受 け な い 喬 洋

底 で はな く 海 山 に 近 い 都 分 で行 われ た。 こ れ ら の屬 序 は

全 鄒 下 位よ り玄 武岩 。 チ ャ ート ， 泥 岩 の連 続 し た組 み合

わ せ で あ り 境 界 が必 ず し も押 さ え ら れ た わlj で は な い

が。 潜 水贋 査船 で海 洋 地殼 の断 面 が観 察 さ れ サ ｙプ り ン

ダ で き たの は 世 界 で も初 め て の こ と であ る 。 こ の地 域 に

は 従 来DSDP ，IPOD と ＯＤＰ に よ る 掘 削 が 行 わ れ てお

り，０ＤＰ 第129 節 の 兮･11 ヽ釦IB で カ ロ ピ ア ンか ら パ ソ

ｓ フ ン の チ キー トま で 掘・ てお り ，世 界 で 一 番 古 い 海洋

底 で あ る と さ れ てい る(Lancelot, Ｌａxsｏｎ et al｡ 1990)。

こ こ で は放 廠 虫 に よ る 年 代 泱 定 か さ れ て い る 。 今 回 碍 ら

れ た チ 。－ 卜 の 年代 は し か し 白 亜 紀 の 最 初 か ら ジ ，ラ 紀

の最 後 の 年 代 を 示 し て お り 。 深 海 掘 削 で 碍 ら れ た 海 樺 底

の年 代 よ り は若 い( 松 岡 私 信) 。 ま た こ こ で褥 ら れ て い

る盾 序 は 四 国 の 四 万 十 幣 の 層 序 に よ く 似 て い る 。 同 じ 組

み合 わ せ が 租 り 返 す の は 断 層 に よ る もの と 考 え ら れ る が

実 体 は ま だ 明 ら か で は な い 。 こ の 問 題 は 小 川 ほ か( 本

魯) に よ!ｺ て 議 舗 さ れて い る。

一 方 ，＃16S 柑 航 で 得 ら れ た 伊 豆 ・ 小 笠 原 海 溝 の 海 側

劃面 で は 玄 武 岩 も チ 。－ 卜 も伶 ら れ ず, 代 わ っ て著 し く

変形 を 受 け た泥 岩 層 が 見 ら れ た。 こ の よ う な 海 剽斜 面に

冥な･3 た岩 觸 が 見 ら れ る の は何 故 で あ ろ う か 。１ つ は 地

塁 ・ 崘 牌 の 嗷 ● の落 差に 起 因 す る。 飼 えば ８ 本 海 溝 海 側

で 朏 海 底1こ断 鮮 な 裂 け 目 が 見 ら れ た が や は り 玄 武 岩 も

チ ャ ー ト も 得 ら れな か･・ た( 畑 田 ほ か, 1992: 藤 岡 蘊

か，1993) 。 そ れ は 舊 波 探 査 断 面 で 見 る と 落 差 は 最 大5叩

ｍ 程 度 で あ り マ り フ ナ で はHussong.  Uyeda,  et a1.

(1982) の 事 前 調 査 で は1,0(X)ｍ 近 い 落 差 が あ り 両 者 に は

違い が あ る よ うに 見え る 。 も う一 方 では 断 層 の形 態 に よ

る。 輾 汨 ほ か(1993) に よ る と 日本 海溝 の 地 塁 ・ 地 溝 は

断層 が実 は 同 じ屬 皐 の練 り 返 し であ り ，同 様 の も の は マ

リ ア ナ の 毒181 潜 航 で あ り こ こ で も 同 じ 屑 序 が ９ 回 繰 り

返 し てい る 。 こ の問 題 を 解 決 す る た めに は 地 塁 ・ 地 溝を

形成 し てい る断 層 の解 折 を 行 う 必 要 があ る 。

(23 蛇 紋 岩海 山

蛇 紋 岩海 山 は マ リ ア ナ の=1 二ｉ ル 海山 が 最 も よ く 研 究

さ れ てい る。 こ こ で の 海 山 の 表面 形 態 はSeaMARCH

と 潜 水 調 崟 船 フ ル ピ ン に よ る 潜 航 綢 査 の 結 果 が あ る

(Ｆrｙｅｒｅtal.,IS87)｡ 海 山 の 表 面 に は 強 い 反 射 を 示 す 蛇

紋 岩 の フ ロ ーが 海 底 の 表 面 を 流 れて い る 。 ま た山 頂 に 近

い 部 分 に は お ぴ た だ し い 炭 酸 塙 チ Å ３ － や シ リ カ チ ム

ユ ー が知 ら れ て い る( Ｆrｙｅｒｅtal。1987) 。
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「しんかい6600」の潜航はアルビンの潜航を考慮した

鹵西側の斜面から頂上のグレープヤードを目相した。そ

の霞，幽西側には大きな断●によりてできたと思われる

リンジ構造が見られたか，そこでは何枚 もの蛇紋岩フ

ローの断面が観察された。邨耋t岩フロ ーに関する紀載は

蔬岡 一青地（本誨）や藤岡（印刷中）にあるので，ここ

では炭酸壤チムニーに存在する生物について考える。ア

ルビンの潜航で発見された炭酸塲のチムｓ 一群は高さ３

蜀ほどに達しその表面には黄緑色のパクテり７ が付着し

ている。そめうち１本に巨大なイソギンチャクがすんで

いた。今回 の潜航ではそのイソギンチャクがやはりチム

ｘ－の貘上に付着していたがこの生勧は移動することが

できないので，アJレピｙの潜航結果を見るかぎり同一の

ものであろう。そうすれぱこのイソギｙチャクはアルビ

ンの潛航した1鮒7年から＃179潜航で発見された199a年

まで少なくと･,６年閥は生息していたことになる。 水湧i

alSgm の海底は一般にはマリンスノーによって碍られ

る餌の量は乏しい。従・ て，６年間このイソギンチャク

がどのようにして栄養を補給したのかが興味俸い問鯔で

ある。炭●塘チムニーから直接水を得た眞はない。しか

し，チムニーの表面に眥鰆釟のパタテりアらしきものが

付翦していることから，チムニーを通して例えばメタン

のような栄養濶が染みだしている可倫性はある。丁度深

晦の生物群集と同様のことがここで起こ･・ている可能性

がある。そしてもしそうだとすれば炭酸塩やシ９カの源

は一体どこからきたのかという新 しい問 題が生 じる。

Mottl  (1992) は蛇紋岩海山の堆積伽中の間隙水を分析

しており，それが海水や遍常の堆積勧と異なることを概

告している。　　　　 ‘

｛31 マンガン

紀廁海ｓ ●の急崖を覆うマンガｙは大きく３つのタイ

プに分類することが可能である（沖野・藤岡，本 番）。

最初この中の●餮タイプのマンガンは聴球海溝海鉐斜面

の急嵐から発見され その産状jl特兄な ために注目され

た。 これは一見玄武岩の枕状溶岩のような産狄を呈す

る。紀廁海雌錯4ま急度と緩斜面との頷り返しでこのタイ

プのマンガ ンは必ず急塵に産山する（沖野・藤岡，本

書）。急崖を魴装するマ ンガンは耆傴面を 筐う枕状溶岩

と同じようにたれ厂Fが･･ている。枕に相当する都分は重

力の彫番を受けているよう|ご見える。このことはマンガ

ンがin sit ｕに形成され，重力場で流動できたことを示

唆する。 マンガンの表面には生物のはい跡が無数に見ら

れた。残念ながら生物そのものは見られなか。た。この

生勧はマンガンの表面1こ綽くたま・ たマリンスノーを栄

j９



巷| こし て い る の か ， そ れ と も マ ン ガ ン と 共 生 す る パ ク テ

り ７ を 餌 に し て い る の か 興 味 あ る 問 題 で あ る 。

!4） 讎 骨

ＴＯＷ ＢＡＣ の 潜 航 に よ り そ の 全 貌 が 明 ら か に な 。 た

（ 藤 岡li か,  1992.  1993) 。 従 来 は 肋 骨 が 見 ら れ な い こ と

が 縺 で あ13 た が ， 今 回 の 潜 航 に よ り ど う も 熔 解 し て し

ま ・ た か･, し れ な い こ と が 明 ら か に な 。 た 。 翻 の 骨 に 関

し て は 耳 の骨 が 見 つ か り 専 門 家 の 判 定 に よ り ｘ 夕 ９ ク ジ

ラ で あ る こ と が わ か 。 た 。 こ の タ イ プ の 鍄 は 最 初 か ら 肋

費 の 兇 達 が 弱 く 水 深 の 大 き い 鳥 鳥 海 山 で は 溶 け て し ま っ

た 可 能 性 が 高 い 。 事 実 背 骨 に 閧 し て は 丸 く な 。て お り 生

伽 に 貪 わ れ た 以 外 にCCD に 近 い た め 溶 け た こ と も 手

伝 ・ て い る と 考 え ら れ る 。

鍄 骨 の 真 下 か ら 一 定 の 間 隔 を お い て 行･･ た 採 能 の 結

果 。 骨 の 真 下 と 黌 の 近 く に は 有 機 勧 が 多 い こ と， 硫 酸 湯

元 バ ク テ リ ア が 多 い こ と が わ か う た （ Ｎａｇａｎｕｍａ et al..

in ple ｓ ）。 こ の こ と か ら 鍄 は 骨 だ け の 状 態 で海 底 に 茂

ん だ の で は な く ， 肉 ご と 梅 庭 に 沈 ん で 腐 敗 し 周 辺 の 酸 素

を 嗣 費 し て し ま 。 た 可 刪 生が あ る 。

ａ リ フ ト

鳥 鳥 り フ ｝で はI,7｛X3m のＩ 序 か 観 察 さ れ た。 鳥 鳥 り

フ ト は 伊 豆 ・小 笠 原 の 曹 弧 リ フ ト の な か で は 断層 に よ る

変 位 が 最 も 大 き い と こ ろ で あ る 。 ス ミ ス リ フ １で は ア ル

ビ ン に よ る 潜 航 が 掘 削 に 先 だ･i て 行 わ れ た が ，軽 石 を 主

体 と す る 堆 積 物 に よ り て 急 崖 が 榎 わ れ て い た た め| ご冊 序

の 観 蹇 眈 ほ と ん ど で き な か･, た 。 今回 の 潜 航 で得 られ た

結 果 は 現 在 屏 折 中 で あ る が ， 鳥 弧 の 火 山 活 助 の歴 史 を 知

る こ と が で き る 貴 重 な 結 果 で あ る 。 ち な み に ス ミ ス リ フ

ト （Sile 79C/791 ） や 鳥 弧 で 行 わ れ た 膕 劇 （Site 788/

7SS ） で は， 青 弧 り フ ト の 眉 序 は わ か っ た か 鳥 弧 の 火 山

膕 序 と 火 山 活 動 の 歴 史 は ほ と ん ど わ か 。 て い な い

（Ｔａｙloｒ，F ｕjioka et al. 1992 ; Ｆｕjiaka et al･｡ 1992;

F ｕj沁ka and Saito, 1992 ）。

６．まとめと今後の●●

伊豆・小笠鱚弧の讒斷潜航に成功しこの鳥弧で ８回の

潜航を。マリアナの鋺弧と洵側の地域で４回 の潜航が行

われた。以下に潜航で得られた結果を要約する。

１）伊豆・小笠原海溝の誨側斜面から現場で著しく変

形を受けた泥岩が発見された。マ９アナ淘溝の海儺斜面

からはチャードと玄武宕が輦察され探集された。 太平祥

プレートの年鐇はマりフナヘ向かうllと古くなるが。淘

側で現場での変形した地驥が見られたりブレードの一部

であるチャー1 やヽ枕状玄武岩が潜水調査船で得られたの

Ｘ

は世界で初めてのことである。これらは三謄沖や伊豆・

小笠原に見られた裂け目と同じであ った。

２）伊豆・小笠原，マリアナの前弧域には海山が並ん

でおり，これらの海山のうち鳥島海山と須芙寿鳥海山，

マリアナのコｘカルとパックマｙ海山に潜航して地下瀰

椰からもたらされた蛇紋岩が発見された。マリアナでは

コｘカル梅山のT百卜付近から，米国 の潛水船アルビンが

６年前に見つけた炭酸塩のチ ムニー群とパヅクマン海山

で新しいベビーチムニーが発見された。これらは地下か

ら海水以外の成分が滉きだしていることを示している。

３）四国海盆では東経137°をほぼ 麻北に走る紀南海底

崖から，琉球海溝海飢斜面で見られたと同じ枕状溶岩の

ような形態を した厚さ20cm のマンガンが壁を復りてい

るのが見つか･5だ。同時にこの兔崖から四国海盆を作ウ

た玄武岩,特に繩状の溶岩が発見された。これは四国海

盆拡大の末期に活助した玄武岩である。

４）鳥鳥海山の鯨骨生勧群集を再訪し鯨骨の全貌と生

物の正確な種類と個体数が確かめられ，実験用に骨や大

型生物，徽生伽の探集が行われた。

５）鳥局りフトの東の象崖で伊豆・小竹厦弧の地殻の

模式層序が得られ，伊豆・小笠原弧の火山活動史の解明

に大きな手掛かりが得られた。

醐　　 辞

「しんかい6500」の司令をはじめチームの方々は通常

の仕事を超えて潜航のために援助やアドバイスをしてい

ただいた。「よこすか」の船長はじめS111員の方々は潸

水船の着水や揚収だけでなく夜間の調査も含めてお皀話

にな。た。川崎地質の押田淳氏には潜航の単備のため煩

わせた。新潟大学松岡篤氏には放散虫の予察的観察をお

ｌ いした。これらの方々に感謝いたします。
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表 １ 乗船 研 究者 一 皿

Table l Li ｓt of scientist ａｂＱａｚll dｕｄｎｇ tｈｅ ｃｒｕ£ｓｅ IZUMAR1A １
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１１stil ｕt● ０１ Ｇａ１１０１ｙ ●【ｘjP ●Jeoltxll ㎎y ，F･ ｃｕltyofS&al ｘ 叺 ＴｏＭ ｋｕ Unto ・nity

Ａｘlb●yａ加 叺S ●ndai 詞0, Ｊａｐｓ

Ｔｅｌ:022-222-1800.  Ex.  3118

Mr.  Km Aoikc

Ｇ ●０･Ｑｇｉｃ●j lnstitｕ皿 Ｆ皿Ilt ｙ of a11rjllio 叺 Ｔａｋx}ｋ 仙 ●Ｎ ａ６６ｎａｌ University
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？el:046-335-1451

表 ２ 楢航点一覧

Ｔ汕le 2 LISt 01 dlｖ● 脾ia･s、

畚1驂濾航 ９月UIﾖ 伊豆・小 笞●中簓海儷斜面 水滌 ６,茴Ｏｓ

海洋科学技撕●ンター 暃岡捷太郎

蓄IS 鑽航 ９月12 日 伊ｉ ・小笠原中郎海旬斜面 水濔 S,Se ●

Ｑ－Jr ＝St ａtｅＵｎｉｙ. ＆ ●anDｔＢ㎡

畚171潜航 ９月14日（火）伊豆・小堽1厦申 鄒前弧斜面 水深6.344m

SaaJ6 翕蠡ＳtalｓＯａｉ叭Saa ●● ｎｉＲ●ri

＃172塵航 ９月16日（冰）讒劃創面須美爵海山 斜面 水原 石,499㎜

海洋科学性騫 センター ●岡饋太郎

＃1?3潜航 ９月1?日（金） 水深4,056 ｍ

JAMSTEC Ｊ･ Ｄ●●ｐ 夊’･ Ｒ●Ｓ･,10 （1994 ）

梅洋科掌技術センター 長沼　 毅

静岡大学理学部 和鈿 男樹

＃17S椙航 ９月19日 伊・ ・小笠斷海畿鳥あリフト 水渊l,SI 如

東京大学湾洋研究所 徳山 英一

昔17e瀧献 ９月21日 四国海忿東寒 水原 4.6･4●

海上舳 庁鴾 ● 沖野 鼾

蓄177甘航 ９月Z2日 四国洫奩東羃 水潔4.7 圈皿

栂淳科学核撕センター 爾岡徴太郎

畚1踏●航 ９月騁日 マ●フナ誨壽吋ッタマ冫海山隴東輿 水蔗S. ａ・･●

Ｕｎｌｖeaitｙ㎡Ｈｌｗlii htxidl Fｙle「

酋179董航1･ 月１日 マ・フナ海溝=ｌｓｉ ル海山 水洫S,ZtS ・

侮樺料学技銜セｙター ●岡擬太郎

＃1恥漕航 加月２日 マ・フナ海溝=yx バック三角地書 水1 5.755m

University of Hawaii rｌtzｉｄａ ｒrｔｓ

＃IS1癲舳10 月41ヨ マ117 ナ海溝海側斜面 水原6,424x・

筑波大学 小jll勇二郎
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S 叫●S U ●tｏｆｄt ｈ●岫ｍｐあ・collect  *d d山 奩t柚sils

NO 驚 ａｇ４Ｅ９日 潜 皿 肴 試料瞿菓 霞料魯号 試 皿 名 齔量薑量碵 。 ●
訊｡

● 記　　 鶻

茸1酷 】1993 9 )) 淵皿 携太皿 曹 石 R一伺l Mu＆しlewith
肌j㎎MsscQt 4回 】１ ９ ３ B∽W湎Shmy Ⅲ9＆詒・ ㎡lhmSlmml 哨阻甸㎡immvB  9

ｍｍｍｌｎ斟５●－Cr－1

霖1闘 199891j 癲鬩 良太皿 岩 石 R叫X跫 MU＆10ne 2250 忝16 10
CrU･t，

井1腿 19郭9 11 ●同 擒太皿 岩 石 R-003 amWnlagraymUd ?50 ５ ８ ２ BSWn 甸hgraym ㎡

茸1韶 】Sa911 膕同 換太皿 岩 石 R-OM MU 跏 ωn ● 佃 14126 Tel旨ｗ吮ownmUstonewithmSnpa･ 仙coating.

井l齠 19吋911 ●同 醂ｔ嶂 冫 ７ C-Oe1 Mud QulmudsdapebMsormudltcn ●4ksWn 珀ｇ ｗｉｌｈｗＭＭ
鷓il●y･r.

霧IS 1998911 冨爾 換太郎 ５ ？ C-002 Mud

井l闃 1993 9 11 Ｓ阿･ 大皿 コ フ C4・ Mud ＢＳＷｎｍｄｌａ ＷＭＳａ･Ji lay≪r.

井IS 1933 9 12 ＳｕＭＲａｋｄ 岩 石 Ｆ如ｈ RautUCA 汕㎡・ ＝ 1●9 ・ ellal･h酊･ｙＡ匿na 睦bin crack.

耳1假 1斑1912 S心anaRaH 岩 石 IHOl-b RaulUCAM ㎡・ IS 】a8 ？ SIUdSh13y.A 叭俶1NnCik

弉1卵 19鴎9 12 SUUnSSi コ ア C-001 ＭＵ a酊k田Own ω叙ayihb吻W･.Theiil 恥r扣ｗＳｔｂ 面ddle
h･rlgnQltMoa ・

非171 19韶9 14 SUgnDeBai コ ア C-㈱l MUj

ＭＭ町a秘ｂｍｗｎＨＯ肌logeneous,､yiryg心・internal structure.

１Ｍ１６Ｗｅｐ訌tore碚OOra

弉17119僞9 jl SUlanaB ●i コ ア Ｃ４ 汕 Ｍｇ

千ｍ j9卿9 16 ｌ回 換太皿 コ ア Ｃ{旭j 皿耳は入・ていなか９た。

莽la ･S－916 麕胄 鵬太郎 ５ ７ C-003 Mud

井1酋 |皿9 1 ● ・岡 曩太皿 ゴ フ C・・ Mud na入旨･iwb onuL

井1721993916 ・ 陶 桷太郎 コ ア Rべ刃1哺1 Sape･Unl詒 詞闃 19 11 1
Canしslwilh顋gtenUnecanS哨哨4｢a吻、

井17 1郭S916 顛岡 襖太皿 岩 石 R一帥Ｈｌ SapeMlilte 2如 1813.5 II S4・yshlasdg μn－ 詆

井1? 1的3916 藤岡 桷太郎 岩 石 R-CDl-03SeqMntlnlS閼ds叨２ 枷 ｎ ６ ５ S●9●nUleg菽由tQn4gT旬叭町ｍし1url㎡coanegdaljsy
penUal.

井j7 諄郭9 16 藤岡 換太郎 岩 石 Rべ沁HM BaSalt 4圓 ９ ７ Fjne'SrinMらa11Mthal 吮ほUgahMQiphy 向witbminu睹･ａな

井17 193 9 16 藤岡 換太皿 再 石 R4114寸 SgMnlinit● 3加 ６ａ Ｓ ａⅢＳＭｙｇほmdMrptnU ㎡t

井17 1斑寸9 1S 蕈貝 換太郎 岩 石 r-ou-m ＆・a4Ual誨Ｍ二14 如 8 6.S D17kl－●qSerpeaalbi χd≫ wilh vM・(gl●rl･ttUc texturek

井ln 11916 ●両 纃太皿 岩 石 R-0M-07 Sgμ汕11e 鵬 ６３６３． HISiy －脾aa血SISet矜ISi 狐
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NQ 驚 濳恥郤月日 潜 航 者 試皿種黷 試卜 得号 試 料 乙 皿量 重量Ｑ 。,麌,｡， 紀　　 皿

井j7 19哮9 16 廡回 回太郎 魯 石 Rべ冶|･哺 恥1μnUneS 訂jS10 闔 150 ９ ５ ２ SeX皿ntjnl 芻MSt 臨le and si]islone

井17 1993916 蓋膺 換太郎 画 言 Rべ哨･ 剪 pg160U 睹 Ｓ５ ２８ ３

井j? 1993916 豊両 椣太郎 岩 石 R一恥|･la P㎡doa 睹 ２５ ３８ １５

126 井j7 1夘3916 皿岡 換･' 昿 岩 石 R-OCI-ll?gl 心 叭l 5 2.53

井』? 1齢3916 S 湊太Ｓ 岩 石 R･鬮|-12 hridO叭e 4.532

井(ａ l≪3 ≫ 16 ●綢 換太郎 毒 石 賢一帥'1-J3 隗べ心山e 3.7 2.S j.

冨1ｎ j毀1916 ●祠 瓦太Ｓ 宕 石ＩＲべ匐1-14 Pin ＆Ute 3.S 31､7

冨19 1993 9 16 聹閾 良 友郎 岩 石 Rぺ匐ﾖｰ19 Pirl臨11t● a 2.S 1､5

井1η 1998916 驤冐 畏太郎 岩 石 R- 岶1 S柚帥 叭dne

Canaime 陥1e
腿00 r 18 14 lnide. 瓜ata･labbmgquar ほd10n 囘W11hnnew ・・velnralhar

|･UCCC でtile.

井13 1993916 藤回 拱友皿 曹 言IR －4 n･Ittlt 跖00 19 16 9
V畄Cuj 酊b1911CQrb ㎝inite}ホ弩aCryst.p 鈿gi∝laRrrsec ㎝191

Wlthd 心lta

井17 1匐391B 脯譌 換太皿 岩 石 Ｒべχlべi PerldOUte 4251.e

嚊|? 1剪3916 藤回 換太皿| 岩 心 ＲべXM喇 ?IXldO出l 2 10､9

井|?2 1193916 耡回 拱太皿 岩 石 R 一厦a一砌 PMdQllt ● ２６ １ ３ ０

井172 jD吻 ９ 拓 嘸同 良 太皿 岩 言 Ｒ４匈４ Piid 叭lte 18j.5 1.3

叙1?2 |揃91S ●閊 換寸郎 岩 石 R-晒や DLDi・ 11300 Ｓ 加j4 MICgqUaMSdlO 削l.

郤1?211 躪i jS 礫同 侠太郎 岩 石R4611 Conalomenie ６ ８ ２口 ｐ ｍ沁１ ｇＣｒ４ ●ｌｔｇｄ ＫＱｎｌ･･id  matrix.

冨1?2 |四9 16 譱Ｓ 良 太郎 曹 石 Ｒべxlべ認 Canllom きr●tl -
21 10 1S SmlalR 嵋O14j

冨17X j鬧9 16 ●阿 ・ 士倣 岩 石 R 一仮M寸1 叫Qlt aS ９ 羃 Ｓ A1・Mdpij 吋ＷＭｉ ｔ

井17 1匁1916 藤岡 良 太皿 岩 石R4 桐べl Sgpeatin1 ・ XS 7.5 6.S 4. SIS 叭ln心lngeg 乱･it

井ITS 1SSg16 座再 曩 太郎 岩 石 17a-褫多 Pibb ㎞ Varloui･MndelRxkSSathSmdlnlh 忿Sam 鰔CbaSklt

聹|? 1韶3917 長沼　 毅 コ ア C401 Clay ｍｋ
主に ほ4 心y, 上 可６ｃｍ黒色 の中 粒 眇。ｊ７ 長釣15cm 最工 皿屬の

一皿lい4℃ およ び液体窒累中 で保存（長沼管理）。 他の郎分は和田舟

枷氏（静 岡大擘箱よ 柮）が 食存可珊し

井j74 1剪3918 和田 再 樹 コ フ C嵋口1 Mud 骨から2Sm の海皿表面 の泥

井1?4 1999j8 和田 再 樹 ロ ア C嵋02 Mud 臂から1.6m'の洫 晦俳面 の冨

井|? 19凶9 18 佃 田 再樹 コ ア C-00S MLld
骨か ら0,Sm の恂濔表 面の私 琿形 の生物が多 数可ら れる表● のど

皿ん卜 。

井1741993918 和 画 再簡 コ ア C-皿4 MUd
採皿匐骨の 瓜下の糧覆憫。採皿し た泥の下部に15セ ンチilど＠可皿

の皿物かし たの瘤から抜けて篦取 された。
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Ｎ叺覽 潛畝年月日 潜 航 者 試皿四 試料番号 試 料 名 数工 重量(・ ｡ ●梦,m ， 記　　 載

井174 199191a 和田 秀樹 コ ？ C-06 Ｍｇ 顎の釁の中央部 ，耳釁Ｑしたの堆積物。

井174 1呻S918 和田 臻禰 生 皿 鰛冊
】）旅費 】個。 大きさ|ま約１ｋ ｍ皿方 体に近いが，羈に魯まヽ ていた

下部 から３ セ ンチくらい が大きく， ｙｙカ イとバ リガ イの皿肴しで

し6 上亀が陂食 によ４ て岫《 なり でぅ ぺん社 丸（ な 。ている．

甞1?4 1网9 1S 和田 秀世 雪 物 シ冫カ イｊ ？オリ ヱピ

分 シンカィＸｙｔ･ｇ暃ピ１儷 休。雇参 の萋 で畝骨 を覆い費に付い

てい た３匹 のコシォリｓ ピを艫 薑したか．貫を皿用 する皿に，２酉

は画亡した。

ft 174 1弱311S 和田 再田 生 物 ウゝ
3） ゥ４ １回体｡皿取した鯲i の北耐 の骨に付籥し ていた ものを皿取

した｡これ口 外iこゥ－の付曹し ている骨は ２佃体が皿累される。

井l?4 19畤9 1e 佃田 再樹 曳 仙 巻き貝 4） 巻き貝２僧爾。鑠骨 から まセ ンチロ内 の齠 の珊の亠に生 息して

いた價休を皿皿 した，

莓l? 19勍9 ja 佃圉M 洫 柳 多 毛重

5）採皿 した籬 骨の周辺数々ｙ イには．び・ Ｌり と耳卮糲の鬻吠の

・ 休が堆●物 のな かから 爽 ●出 し ている.そ のうち ダ タｙfe譽 作に

よりひとし かみも晁 と一赭 に生 物も瞿Ｓｔ た．

冨171 19 卜9 1S 和田 秀世 坐 価 耳肴

6）巨 の顎 の畩分から 冪釁｜ ●４ 耳脅と思 われる，ほね とは邃・

て少し茶 色がか９ たな がさ10 センチ太さ ５セｙ チくらいの紡亀形の

物 爾を採 皿した。 これは，巻き貝 のように世き込まれ た形 をしてお

り ，耳骨 と思われる。鍄の穩の回定に有効 であろ う。

井174 1蛔9 16 和回 秀櫚 生 物 ヒトデ． その皿
7）ヒ Ｆノ， その抽 のぷよぷよのノ・I; 一氏 の丸い生物が．採皿 し

た究のな かから採皿 された．

井17S l 卯9919 棘仙 斉一 岩 石 Ｒべil - 卸j･ ja 酊s恥g が囂められる。本中皿火したpynxlasUe flowの先端Sか
も剱れな1ゝ

弉t7S 心3919 徳山 葵－ 岩 石 R一回Z ClayS 言n･ - 26 18 1
大 部分がclaymmglL よ りＳｇ されている。ノ ノプランノトｙおよ

び有孔虫は認 められない。

井1再 19弱0 19 球山 葵－ ぜ 芻 R- 面3 Gabbro 四 10 9  ? 吏昌皿

井175 】吻a91 卜 Ｓ Ｓ－ 岩 石 g-004 Basalt 聹ｇ |卜141 batdatd 面ｂｗ の一廓と皿皿される。発 泡廖が高い。

井175 j毀a・lg ha － 岩 石 a喇S l匹 1491 イｙプル13101 と向 剛のものと判断さ れる。

井1?5 1閙9 1B 噫山 天一 コ ７ C 一回1 Mud 色彩‘pale  yd:ぽ刺abSWn 有孔食を含む．

井17S 1㈲S919 徳山 蔓－ コ ア C 气SX Mnj 色彩.ksw･ 哇b ㎞Ck,b佃wngl－･を含む大山岩髱癩の皿積礼

井17 19郭S 21 沖冨 命 子 岩 石 R-OOl-l 再礫岩 I蜀e 13 14 1C
イｙ がｙに被 覆され てい る。 基皿は 泥質， 申 拉画． 鬮li・ そら《

qaalt 片の紬～中'･  (mtx φ・4.5 ）

冨17 |帥S ●11 沖野 命 子 岩 石 R- 仙14 泥岩 a鬩 11 86.6
マ ンガ 爿 こ被 覆 さ れ でい る。 芦 褐皀恥 ケｙ 貫 亀 鰈 化 石 の ほ か

Re ㎝nt の生痕で穿孔されている。
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No.ｔ 潜航年月日 潜 航 者 錻消極頸 拭料希号 耳 料 名 齦 莖2(g) ｡,
惣｡

● 記　　 羲

井j7 19吋9 2j 沖野 郷子 岩 卜 R 一圓j-3 栢石 400 11 8 Cobble サ イズのpumice ≪

井17 193921 沖野 郷冫 岩 石 R哺昭 一1 覯灰 角礫曹を被製す 1前0 19 13 j

泥坿ないし疑瓜皿泥 曹（3.5Cm 厚）に火山岩片 （0､5～km φ）に

富む厦灰角 眼岩（5C 叭厚） が黶なり． これを2 ＆m 皿のマ ンガ ンが
被覆 してい も

井l? 1皀珀9 21 沖野 皿 子 岩 石 Ｒ嵋α訃2 泥岩画ぴ玄武岩（ ？） 吻 12 7.57 泥坿 にづフ ィリ７ノな 火山 日の賞入した もの。

井17 I帥3921 沖野 郷 子 岩 石 R 咄咄 泥岩 SO 11 白 ？ マｙ がｙに彼噎されている。皿楊 叺7y 皿 坐痕化 石

皿176 ↓叭玲9 21 沖野 郷 子 コ ア ひ仞1 臉質 陬岩 必yymudMM 皀raMly 釼ljowbswn.CQntalnsfora 嵋l,皿｢a 、

冨176 19昭9 2j 皿 野 郷 子 コ フ C嵋02 眇賢泥岩
Coved with bla 咏mangla･ Mangan 韶acaali・Sr 四ule

Sdyymud 詢rkye116wbMwnCQ11amdorammlfQlgy/mg

MQderateyelluwb 心wnarkob 帥urQlayer

井|冐 jgS922 籘肓 換 太郎 岩 石 R-001-01Basalt 繝0 21 13 1 口 Aphyr1Cpl]Low 哨SltilhCh1116dmain.

井177 199392 葹 匝 襲 太皿 曹 言 R4 刄14忿 鳥isalt 榠刄 119.5 PillOwb･isaU  breccia.

井j7 19939 訟 皿 回 扱 太郎 岩 石 Rべ刈 一舶 踟如t 橸 1165 narkgray10b ∽wnhs 趾t.pl㎎i∝ISe 卩hyrja

井17? 1吋3922 蘿 岡 換太皿 岩 石 R 一如11j MudstonC 41㈲ 20 jS 10 Ye]Low 汾QwnmudSIO － －thman 群ne3eCoaUng 卜qlt.
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町 ａ ｌ ｌ しく 変形 し た泥i';の寨 噴。・ 以・小・ 峰弧 淘側 斜由

の地j3 ・ 地 溝のs恢を 形成 Ｌ ている、

PhoU*  1 Outcrop cl highly deformed mlldslone. forming

wall 011k horsi and icrabcn slr ｕclｕＲ‘ or ihc

Iz111) ｎｉｎ ｓｃａwaid slope.

町 ４ ２ 伊 以 ・小笠.瞭弧 陸剩 斜11jに 昆られ る塊 状 玄武yl;･淋 岩の

露 頭

４ 伊りい 小了原弧峠側斜面鳥鳥鯨竹心物群集令景。発兒

より｜年後

Pr皿Jlo･i（ｋ･rvlew of lhc Torishima Whale Bonc Animal

Comm ｕnily iiftcr onc ycar from l  he firsi

dis（ｏvｃry， 1991.

亅｢illや･駲llもＵ ら れる,．お びただしいfl.･.物が11 ヵ･る。

Photo  5 Jaw1.ncor ＴＯＷＢＡＣ.Earl ｘ)ｎｅs ａｎｄ ribs arc

also χ･t･11.

‘Iμ16 1JI リi・ 小

liln(Iward sIoI だ．

･μ13 1j り ・小笠|以弧狆劃割111114 簡11jの蛇紋岩フローの

巾に1まぷ,41る|'1い脈 一郎。 多ｌ 順ま た1よ孑・ － ソり 一 厶か§&られ る｡

I'holtk G A pari  o りaw bonc of t ｈｅ ＴＯＷＩＭ Ｃ， Ｔul》c

丶4'0r11･s art･ M丶` n.
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S4･aⅢoun し1凵hclzuBonin landward slopc.
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lj 貞71 尹丶X・小 番瞭鳥 島 ９フト の哨 にＱ られ る火|||砕 屑y;･の

ｉ 顧 ピ ーチ ムニ ー町

Ｐｂｏ１０ １０ Ａ group 01 b;lby chimru'ys al ll･e southern ar ・

011kl 丶ｃｍａｎ Scamouni.

町 爽11 マ リ ア ナ旧 弧 コ ニ カ ル 海 山 の 蛇 紋 岩 フ ロ ー 。 内 部 に

様 々な 人 き さ の カン ラ ベ'; や 楠 績i゛;を 介 む。

Ph01011 Scrl 》cnlinc 110w on t ｈｃ Conical Scamount al

ｌｈｅ Mariana forvarc. Inside lhe (low various

sizｅｓｏr ｐぐridotit ｅｓ ａｎｄ ｘｅｎｏｌｉthｓ ａrｅ included.

する卜 人なイソギンチャク

Phot012 （;jant sea anemonc living on lhc cXr ｉ）nalc

chimncy　on　the Conical Seamounl ai thc

Maiana forcarc.

JAMSTEC  J. Deep Sea Res  , 10 <1・ＭI

T ｏrlshi 啝ａ Ｒｉrl.

町貞８ 四国海盆41屬の紀巾 海底川を 霾う舗装 タイプのマンガ

ンの急川

Pholo 8 Manganese pavement cov ぐｈｎｇ the Kinan

Escarpmcnl east of ihc Shikoku Ｂａsin.

町瘋 ９ 四14海 曾東觚の紀南為底挧から発見された繩状溶y;の

簧 鬮

Ph0109 Outcrop  of ropy lavａｓ al the Kirtan Escarpmcnl

easl of lhe Shikoku Basin.
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町良13 コニバフク1 角埴僭の蛇紋岩フロ ー。何枚 も納み41

なうている様r･がわかる。

-j- 一 一

lja16 変形を受|夕たａ･刈色禹1岩

Pholo 16 Iliyhlv joinled lighl yellow brown m  udstonc

with manganese crusl.
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Sequential relation or lhc n ・ws ;i  ro well

(loculllclncd.

町良147 リアナ海溝海側創而の チャート のドに 岷なる枕状

溶朴

Pholo 14 Pillow la ｖａ ｂｅ１０w chert al the Mariana

ｓｅａａｌａrd sＩｏｐｅ.

lj 良15 マll フ ナ海 爾両 圃斜 面 のｆ ヤード の ｈに 嚼なる泥 岩

糾． 屬 肓鹵 か はう きり 縋え る が 変 形 し て 小噺 黼 に

よｰ, て切 られ てい る． こ のドに114: い チ ャート ． 玄

式y; が痢 なる。

Photo 15 Mud&tonc bed above lk 寰ｊ chcrt. Slratifi･

cation arc s･ell observed b ｕl deformed ａｎｄ cut

bｙ micro faults. Below this is basalt.
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7μ4 17 鳥弧の凧餓を構成する玄武い?1女山yl

Ph01017 ΛΓc basement basaltic andcsile bascmcnl.

町 以18 白い 脈を 杖 む蛇紋 岩

Pholo 18 Scrpcnlinilc wilh minule while v ｅｉｎ network.
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町 八20 耳 竹

Photo 20 Ear ｂｏｎｅ ０１ TOW  B AC.

町 八22 幺武冫1の ピtl－ プ レ 一，チ ャ

Ph01 り２２ Ｂrｗcialed pillow ba ｓalt.

町 貞23 脯装タイプマンガンの新飢, 内 部に玄式;';の破 片を

11つ。

with basaltic rragments.

町 貞24 飃 状溶 岩の ぶ而 嵎造

Ph010 2･I Surface structure or ropy lava.
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町 真25 繩状 溶升 の断而

Pholo 25 Cross seclion ol ropy lava.

町貞27 蛇紋岩の麗岩

Pholo 27 Scrpentinc mud.

皿 ＃181 R －006'

11a 匐 幺武;11の枕状溶1':
Pho1030 眄110w basall.
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町a 26 ベビ ーチムニー

Ph010 26 kby chimncy･

町 貞28 炭瞭 塩 チム ニーの 嶇而

Ｐｈｏt0 28 Cross cut surface  of carbonatc chimne)I･
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